
契
約
書
式
の
戯
文

―
―
徳
川
時
代
庶
民
契
約
意
識
の
一
斑
―
―

�

木

侃

目

次

一

は
じ
め
に

二

契
約
書
式
の
戯
文

�
『
諸
用

付
会
案
文
』
に
み
る
契
約
書
式
の
戯
文

１

奉
公
人
受
状

２

寺
請
状

３

店
受
状

４

屋
敷
売
券
状

５

送
状

６

借
用
証
文

�

奉
公
人
請
状
の
戯
文

１

野
菜
青
物
づ
く
し

２

魚
づ
く
し

３

鳥
づ
く
し

４

酒
づ
く
し

５

金
銀
銭
づ
く
し

６

雷
づ
く
し

７

地
震
づ
く
し

８

異
国
づ
く
し

�

寺
請
状
・
寺
送
り
の
戯
文

１

寺
請
状

２

寺
送
り

三

む
す
び
に
か
え
て

一

は
じ
め
に

本
稿
で
論
及
す
る
契
約
書
式
の
戯
文
に
つ
い
て
、
最
初
に
興
味
を
覚
え
た
の
は
、
近
世
離
婚
法
研
究
に
先
駆
的
論
文
を
書
い
て
お
ら
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れ
た
春
原
源
太
郎
の
業
績
を
収
集
し
て
い
た
と
き
で
あ
っ
た
か
ら
、
二
十
数
年
前
の
こ
と
に
な
る
。
わ
ず
か
見
開
き
二
頁
の
小
文
で
あ

っ
た
が
、
そ
こ
に
庄
屋
文
書
の
な
か
に
控
え
ら
れ
た
宗
旨
手
形
（
寺
請
状
）
の
戯
文
が
あ
っ
た
。
書
式
の
戯
文
が
い
か
な
る
も
の
か
紹

介
の
意
味
で
引
用
す
る
（
１
）

。
傍
注
は
春
原
の
施
し
た
も
の
で
あ
る
。

宗

旨

酒
志
手
形
之
事

一
樽
屋
町
三
斗
目

か
ん
鍋
屋
銀
四
郎
か
し
や

あ
つ
燗
屋

呑

助

女
房

お

さ

へ

娘

お

あ

へ

父

上

か

ん

（
四

人
）

〆

よ
ふ
た
り

浄

土

真

宗

拙

僧
旦

那

御

法

度

切

支

丹

転

び

右
之
者
共
代
々
上
戸
新
酒
ニ
て
め
つ
そ
う
た
ん
ほ
う
ニ
紛
無
之
候
、
五
八
斗
も
呑
ハ
不
及
申
、
義
理
し
ら
舞
こ
ろ
ひ
案
ニ
て
も

拙

僧

急

度

送

り

無
御
座
候
、
万
一
如
何
様
之
義
有
之
候
ハ
ヽ
、
め
つ
そ
う
何
方
迄
も
罷
出
、
一
斗
為
呑
込
少
も
酔
目
見
せ
申
間
敷
候
、
為
お
く
び

（
酔
・
仍
）

如

件

一
札
よ
ふ
て
く
た
く
こ
と
し

赤
面
元
年

美

淋

山

浮
世
月
二
日
酔

白

酒

寺

不
年
寄

足
元
屋

与
郎
左
衛
門
殿
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酒
づ
く
し
の
寺
請
状
の
戯
文
で
あ
る
。
酒
ゆ
か
り
の
語
句
が
い
ろ
い
ろ
ち
り
ば
め
ら
れ
て
い
る
。
書
か
れ
た
順
序
に
し
た
が
え
ば
、

酒
、
樽
、
三
斗
、
燗
鍋
、
熱
燗
、
呑
助
、
無
理
や
り
酒
を
注
ぐ
「
押
さ
え
」、
酒
の
肴
の
「
和
え
物
」、
ほ
ど
よ
い
酒
の
お
燗
で
あ
る
上

燗
、
上
戸
、
新
酒
、
酒
を
あ
た
た
め
る
た
め
の
金
属
の
器
で
あ
る
「
た
ん
ぽ
」（
ち
ろ
り
と
も
い
う
）、
五
八
斗
、
一
斗
、
呑
む
、
酔
目
、

酔
う
、
お
く
び
（

＝

げ
っ
ぷ
）
も
出
る
。
く
だ
を
ま
く
の
「
く
だ
」、
赤
面
、
二
日
酔
、
味
醂
、
白
酒
、
年
寄
り
で
も
な
い
の
に
、

酒
の
せ
い
で
足
元
よ
ろ
よ
ろ
な
ど
で
あ
る
。
証
文
の
書
留
文
言
は
通
例
「
仍
て
如
件
」
で
あ
る
が
、
こ
れ
を
「
酔
っ
て
管
く
の
ご
と
し
」

と
い
っ
た
も
の
で
、
落
語
「
た
ら
ち
ね
」
の
落
ち
を
思
い
起
さ
せ
る
。
そ
の
上
で
、
春
原
は
こ
の
よ
う
な
戯
文
は
「
書
式
が
普
及
し
て

い
た
こ
と
を
示
す
」
も
の
で
あ
る
と
い
い
、「
法
律
行
為
の
た
め
に
必
要
な
要
件
を
定
め
、
こ
れ
に
適
合
す
る
書
式
を
定
め
る
の
で
は

な
く
、
書
式
を
一
定
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
法
律
行
為
を
定
型
化
し
た
こ
と
」
が
徳
川
時
代
法
の
特
色
と
い
う
が
（
２
）

、
こ
の
点
は
後
に
検

討
す
る
。

現
在
、
法
律
上
の
取
引
、
た
と
え
ば
借
地
・
借
家
・
売
買
な
ど
の
契
約
を
な
す
と
き
、
膨
大
か
つ
複
雑
な
場
合
で
な
い
限
り
、
す
で

に
印
刷
・
販
売
さ
れ
て
い
る
書
類
に
当
事
者
の
住
所
・
氏
名
を
書
き
込
め
ば
済
む
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
あ
ま
ね
く
普
及
し

た
パ
ソ
コ
ン
に
契
約
関
係
書
式
の
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
を
イ
ン
ス
ト
ー
ル
し
て
お
き
、
同
様
に
当
事
者
の
住
所
・
氏
名
を
書
き
込
め
ば
、
直

ち
に
一
定
の
書
類
が
完
成
さ
れ
る
仕
組
み
に
な
っ
て
い
る
。

徳
川
時
代
に
も
往
来
物
の
一
種
で
、「
用
文
章
」
と
い
う
証
文
雛
形
集
が
い
ろ
い
ろ
出
版
さ
れ
た
。
そ
こ
に
載
せ
ら
れ
た
書
式
に
則

っ
て
書
い
て
さ
え
お
け
ば
必
要
な
法
律
行
為
は
具
備
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
わ
け
で
、「
用
文
章
」
と
い
う
書
式
集
の
必
要
性
も
こ
こ
に

あ
っ
た
わ
け
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
筆
者
は
書
式
の
戯
文
に
関
心
を
抱
い
た
も
の
の
、
永
く
そ
の
実
例
を
み
い
だ
す
こ
と
は
な
か
っ
た
が
、
年
季
奉
公
人
請

状
の
戯
文
を
一
例
見
出
し
、
小
文
を
も
の
し
た
こ
と
が
あ
る
（
３
）

。
ま
た
近
年
、
隼
田
嘉
彦
は
「
戯
れ
文
に
つ
い
て
（
４
）

」
を
あ
ら
わ
し
た
。
隼

3 契約書式の戯文



田
は
日
本
近
世
史
専
攻
で
長
年
に
わ
た
る
史
料
調
査
の
折
に
、
一
紙
文
書
や
帳
面
、
村
役
人
の
「
御
用
留
」
等
に
写
し
お
か
れ
た
も
の

の
な
か
に
、
政
治
や
社
会
批
判
し
た
「
落
書
」
以
外
の
パ
ロ
デ
ィ
ー
に
類
す
る
戯
文
を
見
出
さ
れ
て
、
こ
れ
を
検
討
さ
れ
た
も
の
で
あ

る
。
そ
こ
で
取
り
上
げ
ら
れ
た
戯
文
は
、
右
に
掲
げ
た
よ
う
な
宗
旨
手
形
（
寺
送
り
）
二
例
、
年
季
奉
公
人
請
状
一
例
、
触
書
と
抗
弁

書
の
形
を
と
っ
た
「
蚤
蚊
虱
三
ケ
仲
間
へ
御
条
目
」
一
例
で
あ
る
。
引
用
さ
れ
た
戯
文
は
一
枚
物
・
冊
子
に
限
ら
ず
明
ら
か
に
木
版
刷

り
や
版
本
と
見
ら
れ
る
も
の
は
除
外
し
た
と
い
う
が
、
こ
こ
に
は
在
方
に
お
け
る
村
役
人
層
が
、
日
常
的
に
親
し
ん
で
い
た
奉
公
人
請

状
や
宗
旨
証
文
な
ど
の
書
類
の
戯
文
に
興
味
を
お
ぼ
え
た
事
実
を
証
す
る
も
の
で
あ
り
、
か
つ
当
時
の
知
識
階
層
の
文
化
・
教
養
の
受

容
の
あ
り
よ
う
が
わ
か
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

筆
者
は
か
つ
て
書
式
の
戯
文
が
実
用
に
益
す
る
も
の
と
考
え
た
が
、
実
用
に
供
す
る
な
ら
用
文
章
を
参
照
す
れ
ば
よ
い
わ
け
で
、
庶

民
が
書
式
の
戯
文
を
わ
ざ
わ
ざ
一
紙
物
の
木
版
刷
り
に
し
た
の
は
な
ぜ
な
の
か
。

本
稿
で
は
、
こ
こ
数
年
の
間
に
筆
者
が
収
集
し
た
多
種
多
様
な
書
式
の
戯
文
を
紹
介
す
る
こ
と
を
主
た
る
目
的
と
し
、
あ
わ
せ
て
書

式
の
戯
文
を
版
行
し
た
の
は
な
ぜ
か
の
検
討
を
試
み
た
も
の
で
あ
る
。
た
だ
筆
者
の
思
わ
ぬ
誤
解
や
、
作
者
の
意
図
し
た
戯
文
の
意
味

を
把
握
で
き
て
い
な
い
部
分
の
あ
る
こ
と
を
恐
れ
る
が
、
筆
者
の
浅
学
菲
才
故
と
御
宥
恕
い
た
だ
き
、
ご
教
示
を
お
願
い
し
た
い
。
こ

の
こ
と
を
最
初
に
お
断
り
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

二

契
約
書
式
の
戯
文

�
『
諸
用

付
会
案
文
』
に
み
る
契
約
書
式
の
戯
文
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こ
ぢ
つ
け
あ
ん
ぶ
ん

享
和
元
（
一
八
〇
一
）
年
刊
行
の
浅
葉
庵
音
芳
識
『
諸
用

付
会
案
文
』
な
る
小
本
の
用
文
章
が
あ
る
（
筆
者
所
蔵
）。
内
容
は
上

段
と
下
段
の
二
部
構
成
で
、
下
段
に
手
紙
文
の
文
例
と
し
て
年
頭
状
・
見
舞
い
状
・
依
頼
状
な
ど
を
掲
げ
、
た
と
え
ば
年
頭
状
は
「
天

道
様
え
年
頭
状
」
と
し
、
す
べ
て
こ
じ
つ
け
の
戯
文
に
な
っ
て
い
る
。
上
段
は
後
述
の
通
り
代
表
的
な
契
約
証
文
の
戯
文
が
「
手
形
証

文
尽
（
５
）

」
と
し
て
載
せ
ら
れ
て
お
り
、
そ
れ
ら
を
以
下
に
引
用
す
る
（
６
）

。
い
ず
れ
も
年
号
月
日
、
差
出
人
、
名
宛
人
の
部
分
は
省
略
さ
れ
て

い
る
。

１

奉
公
人
受
状

は
じ
め
に
載
っ
て
い
る
の
は
、「
男
妾
奉
公
人
受
状
」
で
あ
る
。
奉
公
人
で
も
男
妾
と
特
殊
な
も
の
に
な
っ
て
い
る
が
、
後
述
す
る

よ
う
に
最
も
多
数
の
戯
文
の
残
存
す
る
「
奉
公
人
受
状
」
の
一
種
で
あ
る
。

高
野
六
十
那
智
八
十
男
妾
受
状

し
り
も
ち

わ
か
し
ゅ
め
か
け

（
実
正
）

一
此
何
左
衛
門
と
申
者
、
当
何
之
年
六
十
八
歳
ニ
罷
成
候
、
我
等
尻
持
を
以
貴
殿
方
へ
若
衆
妾
ニ
指
出
申
処
一
生
也
、
御
給
金

て
ら
ま
い
り（
賽
）

あ
い
た
い

し
き
せ

え
つ
ち
ゆ
う
ふ
ん
ど
し

か
み
こ

之
儀
は
一
ケ
月
寺

参
散
銭
弐
百
文
ツ
ヽ
可
被
下
、
御
相
対
御
仕
着
之
儀
は
、
夏
さ
ら
し
の
越

中

褌
一
ツ
、
冬
紙
子
袖
な
し

は
お
り

ぢ
も
ち

ま
ご

こ

ど
も

ひ
き
と
ら
せ

羽
織
一
ツ
可
被
下
御
約
束
ニ
て
御
座
候
、
若
此
者
痔
持
ニ
相
成
候
歟
、
又
は
老
衰
い
た
し
候
ハ
ヽ
、
早
速
孫
子
共
ニ
為
引
取
可

も
つ
と
も

か
ん
お
け

（
厄

介
）

こ
れ
な
く

こ
れ
あ
り

申
候
、

尤

此
者
棺
桶
え
片
足
踏
込
罷
有
役
害
者
ニ
付
、
脇
よ
り
指
構
候
者
無
之
候
、
若
左
様
之
者
有
之
候
得
は
早
速
為
引
取
、

貴
殿
え
少
も
尻
宮
持
付
申
間
敷
、
仍
て
受
状
如
件

こ
れ
は
若
衆
妾
奉
公
人
受
状
で
あ
る
。
若
衆
は
男
色
関
係
を
業
と
す
る
も
の
で
、「
高
野
六
十
那
智
八
十
」
と
は
高
野
山
・
那
智
山

に
は
六
十
歳
・
八
十
歳
で
小
姓
（
若
衆
）
を
勤
め
る
も
の
が
あ
る
と
の
意
を
う
け
た
も
の
で
、
そ
れ
な
ら
ば
六
十
八
歳
の
若
衆
も
あ
り

う
る
話
で
あ
る
。
当
時
六
十
八
歳
は
ま
さ
に
年
寄
り
で
あ
り
、
そ
れ
に
ち
な
ん
だ
語
句
と
し
て
寺
参
、
賽
銭
、
老
衰
、
棺
桶
に
片
足
踏

み
込
む
な
ど
、
ま
た
若
衆
に
関
連
し
て
越
中
褌
や
痔
持
の
ほ
か
、
尻
宮
は
持
ち
つ
け
間
敷
と
、
後
で
面
倒
・
苦
労
を
か
け
な
い
と
誓
約
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す
る
が
、「
尻
宮
」
な
ど
や
や
破
礼
な
表
現
で
あ
る
。

２

寺
請
状

つ
ぎ
は
奉
公
人
受
状
に
つ
い
で
よ
く
見
受
け
ら
れ
る
「
寺
請
状
」
の
戯
文
で
あ
る
。

（
浄

土
）

上
戸
宗
寺
請

底
抜
町
三
升
目

た
ん
ぼ
屋
徳

利

吉

女
房

あ

い

娘

し

や

く

同

つ

ぎ

（
四

人
）

〆

酔

た

り

（
浄

土

真

宗
）

（
旦

那
）

く
ら
ひ
だ
を
れ
ど
ろ
ぼ
う

此
者
共
代
々
上
戸
新
酒
ニ
て
拙
僧
単
甫
ニ
紛
無
御
座
、
喰

倒
盗
人
酒
ニ
て
も
無
之
候
、
若
脇
よ
り
手
元
抔
と
申
も
の
有
之
候

く
み
ぢ
う

き
つ
と
（
埒
）

（
依
）

（
件
）

ハ
ヽ
、
五
升
樽
組
重
之
者
罷
出
屹
度
呑
明
可
申
候
、
酔
て
巻
舌
如
管

酒
を
主
題
と
し
た
寺
請
状
で
あ
る
。
先
の
も
の
と
一
部
重
な
る
が
、
順
に
酒
を
た
し
な
む
、
好
き
な
人
の
上
戸
、「
底
抜
」
に
呑
む
、

三
升
目
、「
単
甫
」
の
漢
字
を
当
て
た
「
た
ん
ぽ
」、
徳
利
、
女
房
「
あ
い
」
は
他
の
者
ど
う
し
が
酒
を
飲
み
合
っ
て
い
る
間
に
割
り
込

ん
で
飲
む
こ
と
、
娘
二
人
で
、「
酌
」
を
し
て
酒
を
「
注
ぎ
」、
新
酒
、
盗
人
酒
、
組
重
に
盛
っ
た
肴
で
五
升
樽
を
呑
み
明
け
る
、
酔
え

ば
巻
舌
に
な
り
、
管
を
ま
く
。
寺
請
状
と
し
て
は
、
上
戸
宗
は
浄
土
宗
で
、
上
戸
新
酒
が
浄
土
真
宗
の
意
で
あ
り
、
ど
ち
ら
と
も
決
め

か
ね
る
内
容
に
な
っ
て
い
る
。

３

店
受
状
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三
つ
目
は
「
店
受
状
」
の
戯
文
で
あ
る
。

極
楽
蓮
台
店
受

し
に
ぎ
ハ

よ
く
ぞ
ん
じ
た
し
か
な
る

そ
の
も
と

（
実

正
）

一
此
何
助
と
申
者
、
死
際
よ
り
能
存
知
慥

成
亡
者
ニ
付
、
我
等
受
人
ニ
相
立
、
其
許
地
面
蓮
の
葉
一
枚
借
受
申
処
仏
性
也
、
右

き
つ
と

蓮
台
借
賃
之
儀
は
祥
月
命
日
限
急
度
勘
定
可
申
候
、

あ
い
ま
も
ら
せ

一
如
来
様
よ
り
被
�仰
出
�候
邪
淫
妄
語
之
儀
は
不
�及
�申
、
精
進
潔
斎
急
度
為
相
守
可
申
候

一
宗
旨
ハ
、
代
々
何
宗
ニ
紛
無
之
、
則
寺
請
状
娑
婆
ニ
取
置
申
候

し
ゆ
つ
た
い

右
之
外
如
何
様
之
六
ケ
敷
儀
ニ
て
も
出

来
仕
候
節
は
、
幽
霊
之
儀
ニ
付
、
ち
や
つ
と
消
さ
せ
少
も
貴
殿
へ
御
難
相
懸
申
間
敷

（
証
）

候
、
為
�後
生
�如
件

死
に
ま
つ
わ
る
極
楽
・
地
獄
を
主
題
に
し
た
店
受
状
で
、
死
に
際
、
亡
者
、
蓮
の
葉
、
仏
性
、
蓮
台
、
祥
月
命
日
、
如
来
様
、
娑
婆
、

後
生
な
ど
の
語
句
が
あ
る
。
邪
淫
妄
語
は
、
殺
生
・
重
盗
・
飲
酒
と
な
ら
ぶ
仏
五
戒
の
一
つ
で
、
能
「
紅
葉
狩
」
に
も
「
さ
れ
ば
仏
の

戒
め
の
道
は
様
々
多
け
れ
ど
、
殊
に
飲
酒
を
破
り
な
ば
、
邪
淫
妄
語
も
も
ろ
と
も
に
」
と
み
え
て
い
る
。
さ
ら
に
精
進
潔
斎
は
き
っ
と

守
ら
せ
、
幽
霊
は
ち
ゃ
っ
と
消
え
さ
せ
る
と
あ
る
。

４

屋
敷
売
券
状

屋
敷
売
買
証
文
の
戯
文
で
あ
る
。う

り
け
ん

猫
股
屋
鋪
売
券
状

ふ
た
ま
た

に
や
ん
げ
ん

ご
う
て
き

に
や

（
実

正
）

化
物
町
猫
町
二
股
所
持
之
地
面
間
口
猫

軒
奥
行
遨
敵
ニ
草
生
有
之
猫
股
屋
敷
、
此
度
猫
ニ
小
判
猫
十
両
ニ
売
渡
申
所
畜
生
也
、

（
脇
）

お
ど
か

そ
の
た
め
い
つ
ひ
き

此
地
面
ニ
付
猫
合
よ
り
ち
よ
つ
か
い
出
シ
候
者
有
之
候
ハ
ヾ
、
化
猫
罷
出
わ
つ
と
駭
シ
可
申
候
、
為
其
一
疋
如
件

年
老
い
て
尾
が
二
つ
に
分
か
れ
て
よ
く
化
か
す
と
い
う
猫
股
、
そ
の
屋
敷
の
売
券
状
で
あ
る
。
化
け
猫
が
主
題
で
、「
猫
に
小
判
」、
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畜
生
、
猫
の
よ
く
や
る
「
ち
ょ
っ
か
い
」、
一
疋
（
匹
）
と
、
関
係
す
る
語
句
は
少
な
い
。

５

送
状

荷
物
送
状
の
戯
文
で
あ
る
。

風
神
送
手
形

一

風
の
神

一
袋

ふ
り

に
し
の
う
み

み
ず
は
な

右
之
通
吹
送
申
候
、
尤
此
節
当
地
振
出
シ
候
間
、
西

海
着
之
上
御
改
御
引
取
可
被
下
候
、
別
ニ
う
ん
す
ん
水
鼻
か
ミ
付
差
進

お
ん
は
や
ら
せ

候
間
、
何
分
為
御
時
花
可
被
下
候

風
神
を
主
題
に
し
た
送
状
で
あ
る
。
風
が
吹
き
、
寒
く
な
れ
ば
「
水
鼻
」
も
出
れ
ば
か
ま
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
風
神
に
す
れ
ば
風
邪

は
流
行
ら
せ
た
い
も
の
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
右
に
「
う
ん
す
ん
水
鼻
」
と
あ
り
、
後
掲
�
に
も
「
う
ん
す
う
の
鼻
」
と
あ
る
。
こ

れ
は
カ
ル
タ
の
こ
と
で
は
な
い
と
思
わ
れ
る
が
、
し
ゃ
れ
の
意
味
が
わ
か
ら
な
い
。
ご
教
示
を
乞
ひ
た
い
。

６

借
用
証
文

借
金
証
文
の
戯
文
で
あ
る
。

き
つ
ね

野
干
小
判
借
用
手
形

一

金
嘘
八
百
両
也

但
き
つ
ね
の
木
の
は
小
判

（
実

正
）

右
之
木
の
葉
何
之
入
用
も
無
之
候
へ
共
な
ぜ
か
借
用
申
所
滅
相
也
、
引
当
と
し
て
九
尺
弐
間
之
掃
溜
壱
ケ
所
差
入
置
申
候
、
返

（
彼

是
）

ご
み
ち
の
た
め

済
相
滞
候
ハ
ヽ
、
何
時
ニ
て
も
御
掃
取
可
被
成
候
、
此
掃
溜
ニ
付
脇
よ
り
葛
西
申
者
無
之
候
、
為
芥
地
仍
て
如
件

狐
が
主
題
で
あ
る
。
よ
く
化
か
す
の
で
、
嘘
、
木
の
葉
の
小
判
、
九
尺
弐
間
は
い
わ
ゆ
る
江
戸
の
長
屋
の
広
さ
で
、
そ
こ
か
ら
出
る
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掃
き
溜
め
が
担
保
と
い
う
。
ま
た
、
葛
西
は
そ
こ
の
農
夫
が
舟
で
江
戸
の
糞
尿
を
運
ぶ
こ
と
で
知
ら
れ
て
い
る
。

�

奉
公
人
請
状
の
戯
文

１

野
菜
青
物
づ
く
し

ま
ず
、
は
じ
め
に
野
菜
青
物
、
す
な
わ
ち
植
物
づ
く
し
の
事
例
を
掲
げ
る
（
筆
者
所
蔵
）。
こ
れ
に
は
庶
民
夫
婦
と
思
わ
れ
る
男
女

が
一
枚
刷
り
の
真
ん
中
下
の
部
分
に
描
か
れ
て
い
る
が
、
野
菜
青
物
づ
く
し
と
は
不
似
合
い
で
、
そ
の
意
味
は
わ
か
ら
な
い
。
ま
た
表

題
の
真
下
に
「
茶
吉
板
」
と
あ
る
。
こ
れ
は
こ
の
刷
り
の
版
元
が
「
八
丁
堀

松
坂
屋
茶
吉
」
で
あ
る
こ
と
を
意
味
す
る
も
の
と
思
わ

れ
る
。

�

奉
公
人
請
状
之
事

茶
吉
板

（
正

路
）

一
此
茄
子
次
郎
と
申
者
、
生
国
は
加
州
む
か
ご
郡
し
ね
ん
じ
ょ
松
だ
け
村
に
て
、
心
ほ
う
づ
き
松
露
な
る
者
に
御
座
候
ニ
付
、

（

私

）

（

人

）

（
貴

殿
）

（
年
季
）

わ
ら
び
ど
も
請
に
ん
じ
ん
に
罷
立
、
木
う
り
方
へ
お
か
う

（
御

奉

公
）

�
に
差
出
申
処
実
正
也
、
葱
之
儀
ハ
、
当
ほ
そ
ね
の
大
こ
ん
よ

（
薹
）

（
只

今
）

り
来
ル
蕗
の
臺
迄
中
年
九
年
母
ニ
相
究
、
御
給
金
柑
と
し
て
木
の
芽
さ
ん
し
ょ
、
た
て
芋
う
け
取
申
候
、
御
仕
着
之
義
ハ
、
夏

ハ
青
と
う
か
ら
し
一
ツ
、
冬
ハ
新
ま
い
の
木
の
こ
一
ツ
可
被
下
候
事

（
浄

土
）

（

紛

）

（
法

度
）

（
切

一
宗
旨
之
義
ハ
、
代
々
生
姜
宗
ニ
て
、
寺
ハ
す
な
村
山
げ
ん
ぱ
く
寺
、
唐
な
す
和
尚
旦
那
ニ
ま
く
ハ
無
御
座
候
、
御
初
茸
之
ゆ
り

支

丹
）

（

脇

）

（
彼

是
）

し
た
ん
宗
ニ
て
ハ
無
之
、
も
し
此
者
之
義
ニ
付
、
分
葱
よ
り
か
れ
き
こ
れ
と
申
候
か
、
又
ハ
で
か
ば
ち
な
い
ふ
た
又
大
根
の
心

（
チ
シ
ヤ
・
い
ち
や
）

を
出
し
、
御
台
所
の
女
中
と
三
ツ
ば
せ
り
、

苣

つ
き
牛
蒡
の
約
束
な
ど
い
た
し
、
御
大
切
の
へ
ち
ま
の
や
う
な
南
瓜
を

（
取

逃
）

（
欠

落
）

（
を
と
カ
）

（
少

し
）

も
っ
て
、
と
り
に
げ
・
か
み
な
り
ほ
し
と
う
仕
候
ハ
ヾ
、
わ
ら
び
共
罷
出
急
度
油
□
□
り
、
ら
つ
き
よ
を
つ
け
、
貴
殿
へ
わ
さ
び
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（
御

苦

労
）

（
如

件
）

も
黒
こ
ま
相
懸
申
間
敷
候
、
為
後
日
く
だ
も
の
な
し
の
ご
と
し

茗
荷
二
れ
ん

い
ん
け
ん
さ
ゝ
け
丁

竹
の
子
ノ
三
月

芋
む
し
五
郎
五
郎
店

受

人

塩
お
し
や
瓜
四
郎

ゑ
ん
の
下
や
土
物
店

丸
あ
け
丁

池
主
は
す
右
衛
門
店

（
無

糖
）

武
藤
栗
之
丞
様

人

主

山
の
い
も
や
と
ろ
六

こ
の
戯
文
に
は
多
く
の
野
菜
・
青
物
が
書
き
込
ま
れ
て
い
る
。
順
序
に
し
た
が
っ
て
列
記
す
る
と
、

茄
子
、
珠
芽
、
自
然
薯
、
松
茸
、
酸
漿
、
松
露
、
蕨
、
人
参
、
胡
瓜
、
葱
、（
細
根
の
）
大
根
、
蕗
の
薹
、
九
年
母
、
金
柑
、

木
の
芽
、
山
椒
、
芋
、
青
唐
辛
子
、
新
米
、
茸
、
生
姜
、
唐
茄
子
、
真
桑
、
初
茸
、
百
合
、
二
股
大
根
、
三
つ
葉
、
芹
、
苣
、

牛
蒡
、
糸
瓜
、
南
瓜
、
か
み
な
り
ほ
し
、
ら
っ
き
ょ
、
山
葵
、
黒
胡
麻
、
梨
、
茗
荷
、
筍
、
隠
元
、
さ
さ
げ
、
瓜
、
蓮
、
山
芋
、

栗

な
ど
で
あ
る
。
四
十
五
種
の
野
菜
果
物
等
が
登
場
し
て
い
る
。
ま
た
こ
れ
ら
に
関
連
し
た
も
の
も
い
く
つ
か
み
ら
れ
る
。

こ
れ
ら
を
漬
け
た
香
の
物
で
あ
る
「
香
香
」、
野
菜
・
青
物
は
も
っ
ぱ
ら
「
台
所
」
で
使
わ
れ
、「
女
中
」
が
立
ち
働
き
、
調
味
料
に

砂
糖
は
用
い
ず
「
無
糖
」
に
し
た
り
、「
塩
お
し
」
し
た
り
す
る
。
山
芋
は
「
と
ろ
ろ
」
汁
に
な
る
。
と
き
に
野
菜
等
は
「
大
鉢
」
に

盛
り
付
け
ら
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
ま
た
枯
木
や
果
物
の
語
句
も
出
て
い
る
。

宗
旨
に
関
連
し
て
「
げ
ん
ぱ
く
寺
、
唐
な
す
和
尚
」
と
あ
る
が
、
こ
れ
は
「
玄
白
な
す
び
」、
す
な
わ
ち
蘭
学
者
杉
田
玄
白
が
広
め

た
茄
子
か
ら
き
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
が
肥
後
（
熊
本
）
の
民
謡
「
お
て
も
や
ん
」
に
「
ピ
ー
チ
ク
パ
ー
チ
ク
ひ
ば
り
の
子

げ
ん
ば
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く
な
す
び
の
い
が
い
が
ど
ん
」
と
し
て
伝
え
ら
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

ま
た
差
出
人
の
一
人
は
長
屋
の
住
人
で
、
そ
の
家
主
の
名
は
「
芋
む
し
五
郎
五
郎
」
と
あ
る
が
、
こ
れ
は
わ
ら
べ
歌
の
「
い
も
む
し

ご
ろ
ご
ろ
、
ひ
ょ
う
た
ん
ほ
っ
く
り
こ
」
か
ら
き
て
い
る
。

�

奉
公
人
請
状
之
事

（
正

路
）

（

私

）

一
此
瓜
助
と
申
者
ハ
、
生
国
は
加
州
み
か
ん
の
小
じ
ゆ
づ
村
出
生
の
者
ニ
て
、
心
ほ
う
づ
き
生
ろ
う
な
る
者
ゆ
へ
、
わ
ら
び
共
受

（
貴

殿
）

（
奉

公
）

（
心

太
）

（
年

季
）

（
表

土
）

人
じ
ん
ニ
罷
立
、
木
瓜
様
方
へ
御
ぼ
う
こ
う
ニ
差
出
し
申
所
て
ん
実
正
也
、
御
根
ぎ
の
儀
は
、
つ
ち
の
へ
う
ど
の
三
月
ね
い
も

（

給

）

（

今

）

（
仕

着
）

ほ
つ
た
り
三
月
大
根
迄
中
九
年
ぼ
う
ニ
相
定
、
御
き
う
金
か
ん
と
し
て
紀
の
国
み
か
ん
三
ツ
只
い
も
慥
ニ
受
取
申
候
、
御
四
季

（

禅

）

せ
の
義
ハ
、
夏
ハ
す
ゞ
し
嶋
の
瓜
一
ツ
、
冬
ハ
木
綿
の
木
の
こ
一
ツ
可
被
下
候
、
宗
旨
之
ぎ
ハ
、
だ
い

（
橙

・

代

々
）

�
ぜ
ん
ま
い
宗
ニ
て
、

（
那
）

（

紛

）

寺
ハ
浅
草
の
り
く
わ
へ
山
蓮
根
寺
、
檀
旦
ニ
ま
く
わ
瓜
無
御
座
候
、
万
一
此
者
と
り
お
つ
ま
み
な
で
か
ば
ち
な
へ
二
ま
た
大
こ

（

尋

）

（

貴

）

（
少

し
）

（
御

苦

労
）

（
証

文
）

ん
三
葉
せ
り
候
時
ハ
、
早
速
わ
ら
び
共
た
ね
柿
出
し
木
瓜
様
へ
は
け
し
つ
ぶ
程
も
黒
ご
ま
相
懸
申
間
敷
候
、
依
て
し
や
う
も
ん

（
如

件
）

直
段
之
事

桃
栗
三
年

受
人

あ
ら
め
は
し

柿
八
月
十
六
さ
ゝ
ぎ
の
日

せ
り
右
衛
門

人
主

八
百
や

く
ず
右
衛
門

奉
公
人

ゆ
ず
や
九
兵
衛
殿

瓜

助

内
容
的
に
は
�
と
か
な
り
類
似
し
て
い
る
（
筆
者
所
蔵
）。
三
十
三
の
野
菜
・
青
物
が
登
場
し
て
い
る
が
、
�
の
請
状
に
見
ら
れ
な
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い
も
の
に
、
蜜
柑
、
柚
子
、
心
太
、
根
芋
、
橙
、
薇
、
浅
草
海
苔
、
慈
姑
、
蓮
根
、
柿
、
桃
、
荒
布
、
葛
が
あ
る
。
関
連
す
る
も
の
と

し
て
は
、「
土
・
表
土
」
は
「
掘
っ
た
り
」
し
て
耕
し
、「
種
・
苗
」
を
植
え
、
収
穫
す
る
。「
八
百
屋
」
に
は
「
四
季
」
折
々
の
収
穫

物
が
な
ら
び
、
区
々
の
「
値
段
」
が
つ
け
ら
れ
て
い
る
。
年
号
は
桃
栗
三
年
柿
八
月
と
な
っ
て
い
る
が
、
実
が
な
る
ま
で
の
年
数
を
た

と
え
た
「
桃
栗
三
年
柿
八
年
」
か
ら
き
て
い
る
。

「
御
奉
公
」
の
こ
と
を
�
の
請
状
で
は
「
お
香
香
」
と
言
っ
て
い
る
が
、
�
以
降
で
は
「
牛
蒡
こ
う
」
と
牛
蒡
を
あ
て
て
い
る
。

�

青
物
年
季
証
文
之
事

（

郡

）

（

正

）

（

貴

）

一
此
せ
り
と
申
女
、
出
生
ハ
み
か
ん
之
国
ち
ん
び
ご
ほ
り
ゆ
う
か
う
じ
村
、
心
松
茸
せ
う
路
成
者
ゆ
へ
、
か
う
た
け
き
う
り
様
へ

（
参

上
）

ご
ぼ
う
か
う

（
御

奉

公
）

�
に
さ
ん
せ
う
仕
候
所
実
正
也
、
然
る
上
ハ
、
う
ど
の
三
月
よ
り
芋
の
三
月
迄
中
九
ね
ん
ぽ
う
と
あ
い
定
め
、

（
実

正

也
）

（
旦

那
）（
夫

婦
）

請
取
と
こ
ろ
て
ん
じ
つ
し
や
う
が
な
り
、
御
取
次
と
し
て
く
さ
つ
た
き
ん
か
ん
た
つ
た
五
つ
ぼ
だ
ん
な
め
う
と
に
し
て
二
股
大

（
御
苦
労
）

根
三
ツ
葉

�
に
候
へ
共
、
ち
よ
つ
共
そ
つ
共
い
も
頭
様
へ
け
し
程
も
ご
ま
ふ
り
か
け
申
間
鋪
候
、
依
て
宗
旨
ハ
代
々
南
無
妙

法
れ
ん
そ
う
浅
草
苔
三
枚
く
ハ
へ
山
れ
ん
こ
ん
寺
ぎ
ん
な
ん
和
尚
ニ
紛
無
御
座
候
、
青
物
一
札
仍
て
如
件

桃
栗
三
年
柿
八
月

奉
公
人

せ

り

（

筍

）

茄
子
ノ
吉
日

請

人

竹
の
幸
右
衛
門

大
根
屋
瓜
右
衛
門
殿

こ
れ
は
薫
々
房
著
『
吾
妻
土
産
』（
嘉
永
五
年
刊
、
東
京
都
立
中
央
図
書
館
加
賀
文
庫
本
に
よ
る
）
に
載
せ
ら
れ
た
も
の
で
、
青
物

年
季
証
文
之
事
の
前
に
「
青
物
尽
奉
公
人
請
証
文
」
と
題
が
掲
げ
ら
れ
て
あ
る
（
７
）

。
女
性
奉
公
人
に
つ
い
て
の
請
状
で
あ
る
。
こ
こ
で
は

「
ご
ぼ
う
か
う

�
」
と
御
奉
公
が
「
牛
蒡
・
香
香
」
と
二
重
に
な
っ
て
い
る
。
こ
こ
に
も
三
十
二
の
青
物
が
あ
る
が
、
�
�
に
な
い

も
の
は
、
陳
皮
、
柚
柑
子
、
革
茸
、
独
活
、
芋
頭
、
芥
子
、
ほ
う
れ
ん
草
、
銀
杏
で
あ
る
。

12



文
中
に
、
旦
那
は
夫
婦
で
あ
り
な
が
ら
、
奉
公
人
「
芹
」
と
二
股
を
か
け
て
密
通
（
三
ツ
葉
）
が
ま
じ
き
こ
と
が
あ
っ
て
も
請
人
が

引
き
受
け
て
少
し
も
迷
惑
は
か
け
な
い
旨
が
書
か
れ
て
い
る
。
女
性
奉
公
人
な
ら
で
は
の
こ
と
で
あ
る
。

�

奉
公
人
請
書
之
事
并
ニ
野
菜
青
物
尽

フ
キ

（
国
）

ホ
フ
ヅ
キ

一
蕗
と
申
女
、
生
国
は
丹
波
栗
櫁
柑
郡
柚
子
村
之
百
姓
椎
茸
梨
子
蔵
之
娘
也
、
心
は
鬼
灯
松
露
成
者
ニ
て
、
此
度
京
都
荒
布
通
り

サ
ン
シ
ョ

（
御

奉
）

椒

屋
胡
瓜
様
え
午
房
公
ニ
指
上
候
処
実
正
明
白
也

（
ゼ
ン
マ
イ
・
禅
）

（
マ
マ
）

ク
ハ
イ

（
切

支

丹
）

宗
旨
は
紫

薇
宗
旨
ニ
て
、
�
土
浅
草
海
苔
町
三
枚
目
烏
以
山
蓮
根
寺
銀
杏
和
尚
之
檀
那
ニ
紛
レ
無
御
座
候
、
若
又
切
昆
布
宗

シ
ヨ
サ
イ

と
申
者
於
有
之
て
は
、
若
布
共
ニ
罷
出
鍋
様
え
急
度
御
叱
仕
候
、
猶
此
娘
之
取
菜
荏
菜
ニ
又
ハ
大
根
抔
仕
候
節
は
、
和
布
共
柚

子
迄
種
柿
ニ
出
、
胡
瓜
様
え
芥
子
粟
粒
程
も
素
麺
ハ
掛
間
敷
候
、
扨
又
給
金
之
儀
は
、
金
柑
三
俵
売
払
、
醤
油
ニ
て
相
渡
、
但

（
暑

さ
）

（

寒

）

シ
又
着
類
之
儀
ハ
、
夏
ハ
角
豆
之
帷
子
ニ
て
小
豆
ヲ
凌
、
冬
ハ
香
茸
之
綿
入
ニ
て
干
瓢
ヲ
防
キ
、
右
此
粉
が
ら
し
を
以
急
度
焼

婦
仕
候
、
依
之
為
後
日
之
野
菜
青
物
一
札
如
件

桃
栗
三
年

湯
豆
ふ
や
生
姜

柿
八
月
茄
子
吉
日

請
人

八
百
屋
芹
右
衛
門

菎

若

や

疎

菜

山
芋
屋
堀
右
衛
門
様

御
一
見
之
上
大
笑
天
ニ
響
事
と
存
候

こ
の
戯
文
は
隼
田
の
紹
介
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
（
８
）

。
か
れ
は
そ
の
末
尾
「
御
一
見
之
上
」
云
々
の
部
分
に
注
目
さ
れ
、「
宛
所
か
ら
少

し
離
し
て
料
紙
の
奥
に
書
か
れ
て
お
り
、
文
意
か
ら
し
て
も
、
某
（
作
者
）
か
ら
某
（
所
蔵
者
の
先
祖
）
へ
送
っ
た
こ
と
を
示
す
文
言

で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。」
と
指
摘
さ
れ
る
。
筆
者
に
は
「
作
者
か
ら
所
蔵
者
の
先
祖
」
へ
送
っ
た
と
ま
で
読
み
取
れ
な
い
が
、
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そ
の
送
ら
れ
た
本
人
（
所
蔵
者
）
を
大
笑
い
さ
せ
、
そ
の
声
が
天
に
響
く
ほ
ど
で
あ
ろ
う
と
い
う
作
者
の
誇
ら
し
そ
う
な
様
子
と
み
た
。

そ
し
て
「
こ
の
よ
う
な
も
の
―
―
確
か
に
愚
に
も
付
か
な
い
も
の
で
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
が
―
―
を
遣
り
取
り
し
て
、『
天
に
響
』

く
ほ
ど
『
大
笑
』
い
す
る
こ
と
の
で
き
た
一
群
の
人
々
の
存
在
」
を
き
わ
め
て
興
味
深
く
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
戯
文
は
他
の
戯

文
に
比
べ
て
「
か
な
」
が
少
な
く
漢
字
が
多
い
。
そ
の
こ
と
は
作
者
と
所
蔵
者
が
と
も
に
博
識
な
文
化
教
養
の
持
ち
主
で
あ
っ
た
こ
と

か
ら
、
庶
民
対
象
の
一
枚
刷
り
の
よ
う
に
「
か
な
」
を
多
く
し
、
ル
ビ
を
ふ
る
必
要
が
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
作
者
自
身
が
考
え
た
も

の
と
い
う
よ
り
、
む
し
ろ
送
り
手
で
あ
る
作
者
、
実
は
一
枚
刷
り
の
筆
写
者
が
、
そ
の
筆
写
の
過
程
で
「
か
な
」
を
漢
字
に
改
め
た
も

の
と
考
え
た
い
。
な
ぜ
な
ら
、
表
題
に
「
奉
公
人
請
書
之
事
并
ニ
野
菜
青
物
尽
」
と
あ
り
、
吾
妻
土
産
の
よ
う
な
版
本
の
一
部
も
し
く

は
一
枚
刷
り
と
推
測
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

こ
れ
も
女
性
奉
公
人
に
関
す
る
請
状
で
、
こ
の
戯
文
に
も
三
十
の
野
菜
青
物
が
み
ら
れ
る
が
、
こ
れ
ま
で
に
な
い
も
の
は
、
蕗
、
椎

茸
、
切
昆
布
、
若
布
（
和
布
）、
粟
、
素
麺
、
角
豆
、
小
豆
、
干
瓢
、
粉
が
ら
し
、
焼
婦
（
麩
）、
菎
若
（
蒟
蒻
）
で
あ
る
。
ま
た
蜜
柑

は
櫁
柑
、
さ
さ
げ
は
（
大
）
角
豆
、
さ
ら
に
酸
漿
（
ほ
う
ず
き
）
を
鬼
灯
、
山
椒
を
椒
、
慈
姑
を
烏
以
な
ど
、
わ
ざ
わ
ざ
ル
ビ
を
ふ
り
、

異
な
っ
た
文
字
を
あ
て
て
い
る
の
も
奇
を
衒
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
ほ
か
に
も
鍋
、
山
芋
を
堀
（
掘
）
る
、
給
金
は
金
柑
を
三
俵
売
払

っ
て
、
醤
油
で
渡
す
な
ど
と
あ
り
、
差
出
人
の
屋
号
に
は
八
百
屋
の
ほ
か
、
湯
豆
腐
屋
・
蒟
蒻
屋
と
み
え
て
い
る
。

２

魚
づ
く
し

つ
ぎ
に
は
、
こ
れ
ま
で
四
通
見
出
し
て
い
る
魚
づ
く
し
の
戯
文
を
掲
げ
る
。
�
の
戯
文
（
筆
者
所
蔵
）
に
は
当
て
字
が
か
な
り
み
う

け
ら
れ
る
。
他
の
戯
文
と
の
違
い
を
強
調
す
る
た
め
と
考
え
ら
れ
る
。
た
と
え
ば
、
鰻
は
魚
偏
に
西
の
下
に
且
を
旁
（
こ
れ
は

の
誤

字
と
思
わ
れ
る
）、
フ
グ
は
魚
偏
に
夫
と
魚
偏
に
具
で
あ
る
。
鮪
は

と
書
か
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
鰻
は
正
字
に
改
め
た
。
す
っ
ぽ

ん
は
鼈
の
一
文
字
で
よ
い
も
の
を
扼
鼈
と
し
て
い
る
。
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�

年
季
奉
公
人
請
状
之
事

か
に

さ
ざ
い

い
な

（

慥

）

（
私
）

（
請
人
）

（
貴

殿
）

一
此
海
老
蔵
と
申
者
、
生
国
ハ
蟹
の
国
栄
螺
乃
郡
鯔
多
村
に
て
、
心
塩
引
鯵
烏
賊
成
者
ニ
付
、
鮑
共
鰻
ニ
ま
か
り
立
、
魚
で
ん
方

（
奉

（
差

遣
）

こ
ち

（

給

）

へ
御
魴

公
）

ニ
目
ざ
し
鰯
申
所
実
正
也
、
年
季
の
義
ハ
、
水
の
上
鯒
之
三
月
よ
り
暮
の
塩
鰹
迄
中
年
田
作
に
相
究
、
御
き
ふ
金
魚

も

（

慥

）

（
単
）

（
布

子
）

と
し
て
石
首
魚
に
ベ
海
馬
ニ
受
取
申
候
、
御
仕
き
せ
の
義
ハ
、
夏
ハ
せ
び
ら
き
の
干
物
一
ツ
、
冬
ハ
ぶ
ゑ
ん
の
生
海
鼠
一
ツ
可

被
下
候

（
台
）

あ
ん
こ
う

一
宗
旨
之
儀
は
、
代
々
蛸
の
天
蓋
宗
ニ
て
、
寺
ハ
芝
海
老
ざ
つ
こ
場
塩
か
ら
山
鮟
鱇
寺
、
生
ぐ
さ
和
尚
旦
那
に
紛
無
御
座
候
、
御

（
法

度
）

（
切

支

丹
）

（
彼

是
）

逃
）す
ば
し
り

勝
手
の
あ
ん
ぽ
ん
た
ん
宗
ニ
て
ハ
無
御
座
候
、此
者
義
わ
き
よ
り
鰈
鯒
よ
と
申
候
か
、又
は
御
大
切
の
金
魚
を
も
つ
て
（
取

魚

鰡

（
マ
マ
）

（

私

）

（
貴

殿
）

（
少

も
）

等
仕
候
か
、
亦
ハ
御
台
所
の
女
中
と
ふ

ぐ

の
扼
鼈
煮
抔
候
ハ
は
、
荒
煮
共
早
速
罷
出
急
度
埒
明
ケ
、
魚
田
方
へ
ひ
し
こ
も
（
苦
労
）

（
相

懸
）

（
為
）

（
如

件
）

に
あ
ん
か
け
申
間
敷
候
、
後
日
の
鮫
よ
つ
て
鯨
の
ご
と
し

奉
公
人

ぶ
り

い

か

か
つ
お

鰤
烏
賊
元
年
鯔
の
初
鰹

海

老

蔵

請

人

鰯
屋

こ

の

し

ろ魚

は
ん
だ
い

（
カ
）

繁
鯛
屋

人

主

釜
暴
粉
や

右
衛
門
殿

半

斤

こ
の
戯
文
に
は
多
く
の
魚
が
書
き
込
ま
れ
て
い
る
。
順
序
に
し
た
が
っ
て
列
記
す
る
と
、

い
な

あ
じ

あ
わ
ひ

は
ふ

い
わ
し

こ
ち

海
老
、
蟹
、
栄
螺
、
鯔
、
い
な
だ
、
鯵
、
烏
賊
、
鮑
、
鰻
、
太
刀
魚
、
魴

ば
ふ

、
鰯
、
鯒
、
鰹
、
田
作
、
金
魚
、
石
首
魚
、

に
べ

、

あ
し
か

な

ま

こ

か
れ
い

う
お

す
ば
し
り

海
馬
、
生
海
鼠
、
蛸
、
芝
海
老
、
鮟
鱇
、
安
本
丹
、
鰈
、

と
び

魚
、
鰡
、

（
河
豚
）、
鼈
、
ひ
し
こ
、
鮪
、
鮫
、
鯨
、
鰤
、
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魚
、
鯛

な
ど
で
あ
る
。
三
十
六
種
の
魚
が
登
場
し
て
い
る
。
ま
た
魚
に
関
連
し
、「
生
臭
」
の
魚
は
、「
勝
手
」
つ
ま
り
「
台
所
」
で
調
理
さ
れ

る
が
、「
無
塩
」
で
生
の
ま
ま
食
し
た
り
、「
塩
」
を
振
り
か
け
た
り
、
保
存
の
た
め
「
塩
引
」
に
し
た
り
、「
あ
ん
か
け
」、「
荒
煮
」

の
ほ
か
、「
雑
魚
」
も
煮
付
け
に
し
、
と
き
に
「
目
刺
し
」、「
魚
田
」、「
背
開
き
」
の
「
干
物
」、「
塩
辛
」
や
「
蒲
鉾
」
も
「
飯
台
」

に
の
る
。「

魚
鰡
」
と
は
お
店
の
大
切
な
金
を
持
ち
逃
げ
す
る
こ
と
で
あ
り
、「
台
所
の
女
中
と

」
と
は
、
女
中
と
不
義
の
意
で

あ
ろ
う
。
ま
た
蛸
の
天
蓋
と
あ
る
が
、
天
蓋
は
僧
侶
の
間
で
は
蛸
の
隠
語
で
あ
る
。
落
語
「
こ
ん
に
ゃ
く
問
答
」
で
は
居
候
が
蛸
の
隠

語
が
天
蓋
で
あ
る
こ
と
を
知
り
、
酢
蛸
の
こ
と
を
酢
天
蓋
と
い
っ
て
笑
わ
せ
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。
ま
た
、
な
に
よ
り
江
戸
で
珍
重
さ
れ

た
の
が
初
鰹
で
あ
る
。

�

年
季
奉
公
人
請
状
之
事

一
此
鯛
之
助
と
申
者
、
生
国
ハ
大
海
之
国
浜
辺
郡
七
里
村
ニ
て
、
慥
成
魚
ニ
御
座
候
ニ
付
、
鮑
共
鰻
ニ
罷
立
魚
田
方
え
魴

ニ
目

ご
ま
め

差
鰯
申
候
所
実
正
也
、
年
季
之
儀
ハ
、
水
之
上
子
ノ
三
月
よ
り
暮
之
塩
鰹
迄
中
年
田
作
ニ
相
極
、
御
給
金
と
し
て

い
し
も
ち
に
べ

海
馬

ふ

え
ん

ニ
受
取
申
候
、
御
仕
着
之
儀
ハ
、
夏
ハ
背
開
之
干
物
一
ツ
、
冬
ハ
無
塩
生
海
鼠
一
ツ
可
被
下
候

が
い

え
び

ざ

こ

な
ま

一
宗
旨
之
儀
ハ
、
代
々
蛸
ノ
天
蓋
宗
ニ
て
、
寺
ハ
芝
蝦
雑
魚
場
塩
辛
山
鮟
鱇
寺
、
生
く
さ

和
尚
旦
那
紛
無
御
座
候
、
御
勝
手
之あ
ん
ぽ
ん
た
ん

か
れ
い

こ

宗
ニ
て
は
無
御
座
候
、
此
者
義
脇
よ
り
王
餘
魚

ち

と
申
候

、
又
ハ
御
大
切
之
金
魚
ヲ
持

鰡
仕
候
か
、
又
ハ
台
所
之
女

ふ
く

す
つ
ぽ
ん

あ
ら
に

中
と
鰒
之
沈
亀
煮
抔
仕
候
ハ
ヽ
、
鮫
煮
共
早
速
罷
出
急
度
埒
明
、
魚
田
方
へ
ひ
し
こ
も
ま
ぐ
ろ
に
あ
ん
か
け
申
間
鋪
候
、
後
日
の
さ
め
証

文
仍
て
鯨
の
こ
と
し

（
ち
カ
）

鯉
の
こ
く
し
よ
う
壱
丁
目

す
ゝ
き

鰤
烏
賊
元
年

請

人

鱸

屋

半

平

と
び
う
お
す
ば
し
り
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か
つ
お

い
な
の
は
つ
松
魚

鰒
の
鉄
炮
汁
下
も
の
店

人

主

鰯
屋
こ
の
四
郎

飯
台
屋
飛
右
衛
門
殿

こ
の
戯
文
は
俳
山
亭
文
庫
旧
蔵
文
書
で
あ
る
。
前
の
�
と
奉
公
人
の
生
国
の
部
分
と
差
出
人
の
部
分
が
異
な
る
だ
け
で
、
ほ
ぼ
同
文

で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
�
に
な
い
魚
は
わ
ず
か
に
鯉
と
鱸
だ
け
で
あ
り
、
こ
の
ほ
か
、
鉄
炮
は
鰒
の
異
称
で
あ
る
か
ら
、
鯉
こ
く
と

そ
ろ
え
て
鉄
炮
汁
と
洒
落
て
い
る
。「
生
ぐ
さ
」
の
く
さ
（
臭
）
に
は
香
偏
に
非
の
旁
。
こ
れ
は
作
者
の
独
創
か
、
言
い
え
て
妙
で
あ

る
。つ

ぎ
の
戯
文
に
は
真
ん
中
下
の
部
分
に
粋
に
こ
し
ら
え
た
姿
の
武
家
ら
し
い
男
女
が
、
女
性
（
姫
）
が
男
性
に
も
た
れ
る
よ
う
に
横

た
わ
る
様
子
が
描
か
れ
て
い
る
（
筆
者
所
蔵
）。
あ
る
い
は
歌
舞
伎
の
一
場
面
か
と
思
わ
れ
る
が
筆
者
に
は
わ
か
ら
な
い
の
で
、
こ
れ

は
そ
の
写
（
部
分
）
を
掲
げ
て
お
こ
う
。

�

ほ
う
゛

（
奉

公
）

�
人
受
状
之
事

（

私

）

一
此
お
こ
ぜ
と
申
者
、
生
国
ハ
む
つ
の
国
あ
い
な
め
郡
な
ま
ず
の
庄
飛
の
魚
村
ニ
て
、
慥
成
あ
な
ご
に
御
座
候
、
わ
ら
さ
共
請
人

（

相

）

（
貴

殿
）

（

差

）

（

亥

）

（
正

月
）

あ
ゆ
立
の
魚
ニ
て
ぎ
ょ
で
ん
方
へ
目
だ
か
ほ
う
゛

（
奉

公
）

�
に
さ
し
み
出
シ
申
処
実
正
也
、
年
季
之
儀
ハ
、
当
い
な
の
塩
が
つ
を
よ
り

（

寅

）

（
ケ
）

（

究

）

（

慥

）

来
ル
た
ら
の
年
迄
丸
三
ま
年
と
相
ひ
ら
め
、
御
給
金
ぎ
ょ
と
し
て
赤
に
し
五
十
、
鳥
が
い
と
し
て
銀
魚
六
十
ま
い
、
あ
し
か
に

（
単
）

（
布

子
）

受
取
申
候
、
御
仕
着
之
儀
ハ
、
夏
ハ
く
さ
や
の
干
物
一
枚
、
冬
ハ
ふ
ゑ
ん
の
な
ま
こ
一
ツ
被
下
候
事

（
家
）

（
若

衆
）

一
龍
宮
御
法
度
之
儀
ハ
不
及
申
ニ
、
御
海
の
御
作
法
相
背
申
間
敷
候
、
若
又
此
魚
御
台
所
の
わ
か
さ
ぎ
な
ぞ
と
、
う
な
ぎ
の
様
ニ

（
代
）

ぬ
ら
付
廻
り
、
ど
ぜ
う
の
様
ニ
は
ね
出
シ
、

（
出

奔

欠

落
）

す
つ
ほ
ん
か
め
お
ち
等
致
候
ハ
ヽ
、
魚
取
し
た
る
魚
鯛
ニ
て
も
、
御
給
金
魚
な
り

共
さ
し
上
可
申
候
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（

台

）

一
宗
旨
之
儀
ハ
代
々
た
こ
の
天
が
い
宗
ニ
て
、
寺
ハ
さ
め
が
は
し
か

ま
ぼ
こ
横
町
赤
ゑ
い
山
あ
ん
こ
う
じ
、
ど
ろ
が
め
和
尚
旦
那
ニ

（

紛

）

（
切

支

丹
）

ま
ぐ
ろ
無
御
座
候
、
御
法
度
之
ぶ
り
し
た
ん
宗
ニ
て
ハ
か
つ
ハ
無

御
座
、
若
此
魚
の
義
ニ
付
、
横
合
か
ら

（
彼

是
）

か
れ
い
や
こ
ち
と
申
者
御

（

私

）

（
急

度
）（
埒

明
）

（
貴

殿
）

座
候
ハ
ヾ
、わ
ら
さ
共
罷
出
き
す
と
あ
じ
あ
け
、少
し
も
ぎ
ょ
で
ん

（
苦

労
）

（

為

）（
仍
）

方
へ
黒
た
い
相
懸
申
間
敷
候
、
後
日
の
さ
め
料
て
鯨
如
件

（
日

本

橋
）

（

船

）

か
に
の
こ
う
ら
三
め
ん

に
し
ん
ば
し
小
ぶ
な
丁

ぼ
ら
の
三
が
つ
を

あ
ハ
び
や
ゑ
び
蔵
た
な
ご

受

人

い
わ
し
や

清
吾

（
八
）

は
ぜ
丁
堀
あ
さ
り
が
し

鈴
木
た
ら
の
守
様
御
内

こ
は
た
や
此
四
郎
店

（
様
）

石
持
鯉
之
丞
鯖

ま
す
や
じ
や
こ
八

こ
の
戯
文
に
は
五
十
五
種
の
魚
が
み
え
、
も
っ
と
も
多
く
の
魚
が
登
場

お
こ
ぜ

あ

い

な

め

す
る
。
こ
れ
ま
で
の
�
�
に
み
ら
れ
な
い
魚
に
、
虎
魚
、

む
つ

、
鮎
魚
女
、

わ
ら
さ

あ
か

鯰
、
穴
子
、
稚
鰤
、
鮎
、
メ
ダ
カ
、
鱈
、
秋
刀
魚
、
平
目
、
赤
に
し

、
鳥
貝
、

わ
か
さ
ぎ

ど
じ
お
う

ぶ
り

き
す

ぼ
ら

銀
魚
、
公
魚
、
泥
鰌
、
亀
、
ゑ
い

、
鰤
、
鱚
、
黒
鯛
、
鰡
、
鰊
、
小
鮒
、
た
な
ご
、

は
ぜ

こ

は
だ

せ
い
ご
、
鯊
、
浅
蜊
、
小
鮨
、
鱒
、
鯖
が
あ
る
。
魚
に
関
し
て
、
海
の
底
の「
龍

宮
」
や
料
理
と
し
て
の
「
刺
身
」
や
「
く
さ
や
」
の
「
干
物
」、「
雑
魚
」
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奉
公
人
請
状
之
事

な
ど
が
み
え
て
い
る
。
ま
た
年
季
に
つ
い
て
「
当
い
な
の
塩
が
つ
を
よ
り
来
ル
た
ら
の
年
迄
丸
三
ま
年
」
と
あ
る
の
は
、「
当
亥
正
月

よ
り
来
ル
寅
の
年
迄
丸
三
ケ
年
」
の
こ
と
で
、
戯
文
に
仕
立
て
な
が
ら
併
せ
て
正
確
な
年
月
を
記
し
た
の
は
こ
れ
だ
け
で
あ
る
。
銀
魚

は
淡
水
魚
ギ
バ
チ
の
東
北
・
関
東
の
方
言
と
い
う
こ
と
で
、
こ
の
戯
文
は
江
戸
発
行
の
も
の
と
思
わ
れ
る
。

つ
ぎ
の
戯
文
は
わ
ず
か
和
紙
二
丁
で
、
紙
縒
り
で
綴
じ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
（
筆
者
所
蔵
）。
表
紙
に
は
聴
衆
を
前
に
僧
侶
が
講
釈

を
し
て
い
る
絵
が
あ
り
、
綴
じ
た
部
分
に
そ
っ
て
タ
テ
に
版
元
「
大
坂
日
本
橋
南
詰
壱
丁
東
ヘ
入
本
安
板
」
と
あ
る
。
絵
の
上
に
は
「
江

戸
十
編
舎
一
九
作

新
ぱ
ん
お
ど
け
文
句
」
と
し
、
左
ヨ
コ
に
「
魚
づ
く
し
口
あ
い

奉
公
人
請
状
之
事
」
と
「
并
ニ
酒
づ
く
し

新

酒
手
形
之
事
」
と
二
行
に
大
き
く
書
か
れ
て
い
る
。「
十
返
舎
」
が
「
十
編
舎
」
と
な
っ
て
い
る
が
、
明
ら
か
に
一
九
を
気
取
っ
た
も

の
で
あ
る
。

�

う
を
づ
く
し

口
合
も
ん
く

は
ら
わ
た

一
此
四
郎
と
申
者
、
生
国
京
都
蛸
薬
師
魚
の
腹
腸
屋
町
ひ
つ
か
け
上
ル
と
ん
び
の
小
路
丹
後
屋
鰯
郎
借
家
骨
屋
辰
右
衛
門
忰
、
前

（

慥

成

）

よ
り
能
存
田
主
な
る
者
ゆ
へ
、
我
等
請
人
に
太
刀
魚
仕
（
蒲

鉾

・

奉

公
）

か
ま
ぼ
う
こ
に
（

・
差
出
）

つ
な
し
候
所
実
正
也
、
年
之
儀
は
骨
正
月
よ
り
三
月
桜

（

カ

）

鯛
迄
、
年
切
給
銀
と
し
て
鰊
銀
三
ツ
は
つ
の
身
百
目
慥
ニ
請
取
、
か
ら
鮭
な
く
候
、
仕
着
せ
之
義
ハ
、
夏
ハ
鱈
帷
子
、
冬
ハ
鮎

木
綿
嶋
布
子
并
ニ
い
と
よ
り
嶋
の
帯
一
筋
被
下
候
約
束
に
て
御
座
候
、

（
法

度
）

（
代

々
）

（
珍

肴
）

一
御
は
つ
と
う

（
切

支

丹
）

く
ら
げ
切
身
た
ん
ご
漬
こ
ろ
鯛
の
す
じ
鰹
に
て

（
こ
ち
・
無
御
座
）

な
く
候
、
宗
旨
之
義
は
、
鯛
々
め
ぐ
ろ
山
ち
ん
か
う
院
の
寺
中

ど
じ
ょ
う

ぶ
り

（
欠

落
）

鯲

じ
る
し
に
無
相
違
候
、
且
又
此
者
年
の
内
鰤
な
る
干
物
鯉
、
其
上
不
義
か
ま
す
事
致
さ
せ
申
間
敷
候
、
若
取
逃
掛
鯛
仕
候
て
、

（

迄

）

い
ず
く
へ
飛
魚

（

）

が
ざ
み
す
る
め
共
請
人
罷
出
、
早
速

（
さ

ご

し
・
捜

し

出

し
）

青
魚
子
い
で
蛸
候
て
、
定
之
通
年
切
身
馬
刀
急
度
相
勤
さ
せ
可
申
候
、
若

（
炒

殻
）

（
ふ
か
）

御
気
に
い
り
が
ら
に
候
ハ
ヽ
直
さ
ま
か
ハ
り
さ
つ
鯖
い
り
こ
仕
候
、
鰈
事
に
付
鱶
方
よ
り
い
か
成
義
申
候
共
、
此

（

方

）

魴

に
て
埒
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明
き
す
ご
ほ
ど
も
其
元
へ
鰻
か
け
申
な
ま
ず
く
候
、

（
為

後

日
）

ご
ま
め
の
た
め
一
合
よ
つ
ハ
て
ハ

（
如

件
）

売
ら
ん
の
ご
と
し

奉
公
人

此

四

郎

魚
嶋
宝
年

京
都
蛸
薬
師
魚
の
腹
わ
た
や
町

は
ぜ
の
九
ウ
月

ひ
つ
か
け
上
ル
あ
ら
や
九
郎
兵
衛
か
し
や

親

ほ
ね
屋
辰
右
衛
門

大
か
た
か
ら
物
町
め
ぐ
ろ
や
す
き

請
人

す
つ
ぽ
ん
屋
鱒
七

鯨

屋

鯉

之

助
殿

た
に
し

く
ら
げ

戯
文
は
一
丁
裏
・
二
丁
裏
に
あ
る
。
魚
は
三
十
五
種
見
え
る
が
、
こ
れ
ま
で
な
い
も
の
に
田
螺
、
つ
な
し、
鮭
、
水
母
、
が
ざ
み

、

き
す

こ

さ

ご

し

青
魚（
箭
）子
、
馬
刀
（
貝
）、
鱶
、
鱚
子
が
あ
る
。
鮭
が
は
じ
め
て
登
場
す
る
。
こ
こ
で
は
鯛
に
つ
い
て
、
桜
鯛
、
糸
縒
り
鯛
、
胡
廬

鯛
、
懸
鯛
な
ど
と
か
な
り
知
識
豊
か
な
こ
と
を
披
瀝
し
て
い
る
。「
ひ
っ
か
け
」
は
釣
り
の
テ
ク
ニ
ッ
ク
の
一
つ
、
ま
た
魚
に
関
連
し

て
は
、
腹
腸
、
切
り
身
、
炒
殻
、
珍
肴
、
干
物
、
ス
ル
メ
な
ど
が
見
ら
れ
る
。
実
在
の
地
名
・
京
都
蛸
薬
師
に
居
住
す
る
者
が
奉
公
に

上
が
っ
た
と
あ
る
が
、
版
行
の
大
坂
で
も
有
名
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

３

鳥
づ
く
し

つ
ぎ
は
鳥
づ
く
し
で
あ
り
、
俳
山
亭
文
庫
旧
蔵
文
書
で
あ
る
。
鳥
に
は
す
べ
て
ル
ビ
が
つ
け
ら
れ
て
い
る
の
で
、
こ
こ
で
は
原
本
に

し
た
が
っ
て
ル
ビ
を
付
し
た
（
９
）

。

�

年
季
奉
公
人
請
状
之
事

か
ら
す

お
う
む

か
し
わ

ほ
お
し
ろ

は

じ
ろ

う
つ
ら

一
此
烏
勘
左
衛
門
と
申
者
、
生
国
ハ
鸚
鵡
国
黄
鶏
郡
豊
眉
村
ニ
て
、
慥
成
鳥
ニ
御
座
候
ニ
付
、
羽
白
と
も
鶉
ニ
罷
立
、
貴
殿
方
へ
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つ
ば
く
ろ

か
も
め

（
ほ
う
お
う
・
奉
公
）

鳳

凰
ニ
（
た
か
わ
し
・
遣
）

鷹

鷲
申
所
実
正
也
、
年
季
之
義
ハ
、
水
之
上
鵜
ノ
三
羽
よ
り
燕
之
帰
ル
ま
て
中
年
鴎
に
相
極
、
御
（
き
ゅ
う
か
ん
・
給
金
）

す
ゝ
め

と
し
て
つ
ば
め
ひ
わ鶸
に
わ
と
り
鶏

申
候
、
御
仕
着
之
義
ハ
、
夏
ハ
（
ひ
こ
り
も
の
・
単
物
）

火

鳥

物
壱
ツ
、
冬
ハ
雀
之
子
一
羽
可
被
下
候

う
ぐ
い
す

（
法

華
）

ひ
わ
せ
う
�
い
ん
こ

一
宗
旨
之
義
ハ
、
代
々

鴬

之
法
花
経
宗
ニ
て
、
寺
ハ
鶸
猩
々
鸚
鴆
哥
旦
那
紛
無
御
座
候
、

（
ご
い
さ
ぎ
・
御
法
度
）

鵁

之
（
き
じ
ひ
ば
り
・
切
支
丹
）

雉
子
雲
雀
宗
ニ
て
ハ

せ
き
れ
い
よ
し
き
り

さ
え
ず

き
ん
け
い

無
御
座
候
、
此
者
義
脇
合
よ
り
鶺
鴒
刻
葦
鳥
ニ
囀
り
候
歟
、
又
ハ
御
大
切
之
錦
鶏
を
（
と
ひ
に
け
か
も
も
ち
・
取
逃
欠
落
）

鳶

迯

鴨

黐
抔
仕
候
歟
、
又
は
御
台

か
も
め

つ
が
い

す
ず
め

所
之

（
し
よ
て
う
・
女
中
）

諸

鳥
と
鴎
之
肌
ニ
番
候
ハ
ヽ
、

（
あ
ら
た
か
・
私
）

荒

鷹
共
早
速
ニ
罷
出
、
雀
之
千
聲
�
之
一
聲
ニ
て
埓
明
、
貴
殿
方
少
も

し
や
も
に
わ
と
り

く
じ
ゃ
く
の
ご
と
し

（
く
ろ
か
も
・
御
苦
労
）

黒

鴨
懸
申
間
鋪
候
、
為
後
日
暹
羅
鶏
仍
て
如

孔

雀

き

じ

雉
子
町

ば
ん
か
も
が
ん

う
づ
ら

か
り
が
ね

つ
ハ

鷭
鴨
雁
年
鶉
ノ
三
月

請
人

雁
金
家

燕

九

郎

え
さ
し

餌
差
町

お
ふ
む

ほ
う

ひ
る
て
ん
や

人
主

鸚
鵡
屋

鳳

次

郎

酉

右

衛

門

殿

こ
の
戯
文
に
は
多
く
の
鳥
が
書
き
込
ま
れ
て
い
る
。
順
序
に
し
た
が
っ
て
列
記
す
る
と
、

烏
、
鸚
鵡
、
黄
鶏
、
豊
眉
、
羽
白
、
鶉
、
鳳
凰
、
鷹
、
鷲
、
鵜
、
燕
、
鴎
、

（
九
官
鳥
）、

、
鶸
、
鶏
、
雀
、
鴬
、
猩
々

鸚
哥
、
鵁

（
五
位
鷺
）、
雉
子
、
雲
雀
、
鶺
鴒
、
刻
葦
鳥
、
錦
鶏
、
鳶
、
鴨
、
鳳
、
鶴
、
黒
鴨
、
暹
羅
、
孔
雀
、
鷭
鴨
、
雁

な
ど
で
、「
烏
勘
左
衛
門
」
に
始
ま
り
、
三
十
六
種
の
鳥
が
登
場
し
て
い
る
。
鳥
・
酉
に
関
連
し
、「
囀
り
」・「
番
」、「
燕
九
郎
」
は
燕

の
異
称
で
あ
る
。
ま
た
鳥
の
捕
獲
に
は
「
黐
」
を
用
い
、
こ
れ
を
つ
け
た
竿
に
餌
と
な
る
小
鳥
を
さ
し
て
鷹
を
捕
ら
え
る
こ
と
を
餌
差

と
い
い
、
ま
た
そ
の
人
の
こ
と
も
い
う
。「
火
鳥
物
」
は
請
状
と
し
て
は
本
来
単
物
の
意
で
あ
ろ
う
が
、
夏
の
こ
と
で
あ
る
か
ら
氷
凝

物
つ
ま
り
氷
の
塊
と
洒
落
た
の
か
も
し
れ
な
い
。「
雀
の
千
声
」
よ
り
ま
さ
に
権
威
あ
る
人
の
「
鶴
の
一
声
」
で
あ
る
。
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４

酒
づ
く
し

一
枚
刷
り
の
「
酒
づ
く
し
」
の
戯
文
で
あ
る
（
筆
者
所
蔵
）。
真
ん
中
下
の
部
分
に
、
大
盃
を
持
っ
て
酔
っ
た
様
子
の
羽
織
袴
着
用

の
若
者
と
、
そ
ば
に
は
割
れ
た
一
升
徳
利
が
転
が
っ
て
い
る
図
が
描
か
れ
て
い
る
。

�

（
じ
ょ
う
ご
・
浄
土
）

上

戸
跡
引
状
之
事

な
ま
ゑ
ひ

一
此
ず
ぶ
六
と
申
者
、
大
酒
呑
た
を
れ
に
て
、
生
国
ハ
池
田
国
伊
丹
郡
生
ニ
て
、
く
だ
ま
き
生
酔
慥
成
者
ニ
付
、
味
り
ん
ど
も
受

（

焼

酎

）

ほ
ん
な
お

（
年

季
）

人
に
罷
立
、
あ
く
ね
や
せ
う
ち
う
方
え
本
直
シ
御
奉
公
ニ
差
出
申
候
処
実
正
也
、
寝
酒
之
儀
ハ
、
白
酒
の
三
月
よ
り
中
年
酒
に

相
定
め
、
御
仕
着
之
義
ハ
、
夏
五
六
八
に
て
か
け
付
三
ば
い
、
冬
は
剣
び
し
嶋
一
枚
可
被
下
候

（
御

法

度
）

一
泡
盛
様
五
八
升
之
義
は
不
及
申
、
居
残
り
跡
引
等
可
致
候

い
つ
ほ
ん
ぎ

も
ろ
は
く

一
宗
旨
之
義
ハ
代
々
酒
ハ
そ
こ
な
し
わ
へ
イ

�
宗
ニ
て
、
寺
ハ
新
川
一
本
生
割
な
し
新
道
諸
白
山
万
願
寺
あ
ま
ざ
け
和
尚
旦
那

（
生

姜
）

ニ
せ
う
か
無
御
座
候
、
御
法
度
之
地
廻
り
酒
ニ
て
に
ご
り
無
御
座
候
、
若
又
横
合
よ
り
あ
い
の
お
さ
へ
の
無
理
酒
呑
せ
ら
れ
、

又
ハ
座
敷
中
え
小
間
物
見
世
な
ど
を
出
し
ら
れ
、
二
日
酔
存
候
、
以
く
か
ん
さ
ま
し
共
早
速
罷
出
、
貴
殿
え
盃
さ
し
申
間
敷
候
、

依
て
く
だ
ま
き
上
戸
如
徳
利

（
養

老
）

よ
う
ろ
う
九
年
酒

た
ら
ふ
く
呑
兵
衛
大
工
町
壱
丁
目

樽
の
正
月

よ
ひ
さ
め
や
水
八
店

中
く
み
や
ど
ぶ
六

□
店
山
川
横
丁

樽
下
た
ら

�
し
ん
道

あ
さ
か
ら
呑
右
衛
門
殿
御
内

呑
ぐ
ち
や
た
ら
り
右
衛
門

御

神

酒

ど

の

し
た
み
や
あ
し
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こ
れ
は
、
酒
と
酒
を
呑
む
人
と
酒
の
産
地
な
ど
で
つ
づ
ら
れ
た
戯
文
で
あ
る
。
酒
を
嗜
む
「
上
戸
」、「
呑
兵
衛
」
と
い
わ
れ
る
程
度

な
ら
よ
い
が
、「
跡
引
」
の
「
大
酒
呑
」
で
「
底
な
し
」
に
「
た
ら
ふ
く
」
呑
み
、「
く
だ
ま
き
」、
正
体
の
な
い
「
ず
ぶ
六
」
が
奉
公

人
で
あ
る
。
と
き
に
「
座
敷
」
に
反
吐
を
吐
き
「
小
間
物
見
世
」
を
出
し
、
あ
げ
く
は
「
二
日
酔
」、
そ
れ
で
も
「
酔
い
覚
め
」
の
「
水
」

の
美
味
い
こ
と
、
こ
れ
は
下
戸
に
は
わ
か
る
ま
い
と
う
そ
ぶ
く
様
子
が
み
え
る
。
下
戸
や
「
生
酔
」
の
者
に
「
あ
い
」
の
「
お
さ
へ
」

の
と
「
無
理
酒
」
は
御
免
だ
が
、「
朝
か
ら
」「
御
神
酒
」
を
呑
ん
で
、「
呑
み
倒
れ
」、
つ
ま
り
呑
み
す
ぎ
て
倒
産
な
ど
し
な
い
よ
う
に

気
を
つ
け
よ
う
。「
寝
酒
」
で
ぐ
っ
す
り
寝
る
こ
と
が
出
来
れ
ば
「
酒
」
も
百
薬
の
長
で
あ
る
。

各
地
に
「
地
廻
り
酒
」
は
あ
る
が
、
大
坂
の
「
池
田
」
や
兵
庫
の
「
伊
丹
」
は
清
酒
の
名
産
地
と
し
て
有
名
で
、
灘
の
生
一
本
（
当

時
は
一
本
生
と
言
っ
た
か
）
と
い
え
ば
「
剣
菱
」
で
あ
る
。
そ
れ
ら
の
下
り
酒
は
江
戸
の
「
新
川
」
で
荷
揚
げ
さ
れ
る
。
ま
た
焼
酎
と

い
え
ば
、
鹿
児
島
の
「
阿
久
根
」、
琉
球
の
「
泡
盛
」
も
知
ら
れ
て
い
る
。

酒
そ
の
も
の
に
つ
い
て
、
上
等
の
「
諸
白
」、
純
粋
で
「
割
な
し
」
の
「
一
本
生
」、
調
理
に
用
い
る
「
味
り
ん
」
そ
れ
と
焼
酎
を
混

和
し
た
甘
い
「
本
直
シ
」、
甘
味
豊
か
と
い
え
ば
「
白
酒
」
に
「
甘
酒
」、
甘
酒
に
は
「
生
姜
」
が
つ
き
も
の
、「
に
ご
り
」
酒
は
「
ど

ぶ
ろ
く
」
と
も
い
い
、「
中
く
み
」
は
そ
の
一
種
。
酒
は
「
徳
利
」
か
ら
「
盃
」
に
入
れ
て
呑
み
ま
す
が
、「
樽
」
の
「
呑
ぐ
ち
」
か
ら

「
た
ら
た
ら
」「
た
ら
り
」
と
滴
る
「
し
た
み
」
酒
は
悪
し
く
、「
か
ん
ざ
ま
し
」
も
い
け
ま
せ
ん
。
宴
席
に
遅
れ
た
者
は
、
大
き
め
の

「
五
六
八
（
茶
碗
）」
で
「
駆
付
け
三
杯
」
を
所
望
さ
れ
ま
す
。

年
号
の
「
養
老
」
は
奈
良
時
代
、
元
正
天
皇
期
の
年
号
に
あ
る
が
、
養
老
元
（
七
一
七
）
年
か
ら
八
年
ま
で
で
九
年
は
な
い
。

５

金
銀
銭
づ
く
し

一
枚
刷
り
の
「
金
銀
銭
づ
く
し
」
の
戯
文
で
あ
る
（
筆
者
所
蔵
）。
真
ん
中
下
の
部
分
に
、
豪
華
な
衣
装
に
身
を
包
み
脇
息
に
も
た

れ
る
大
店
の
主
人
然
と
し
た
「
一
分
銀
」
と
黒
の
羽
織
を
着
て
正
座
し
て
い
る
番
頭
風
の
「
天
保
通
宝
」
の
絵
が
描
か
れ
て
い
る
。
写
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し
を
掲
げ
る
。

�

奉
公
人
請
状
之
事

一
此
百
せ
ん
太
ト
申
者
、
生
国
か
ら
か
ね
い
物
郡
い
び
つ
村
出
生
ニ

（
鐚

銭
）

（

替

）

て
、
慥
成
重
宝
ニ
付
、
び
た
せ
ん
共
受
人
相
立
、
金
銀
方
へ
両
が
へ

に
差
出
シ
申
候
所
通
用
也
、
年
季
之
義
は
、
当
百
の
九
十
六
文
よ

り
来
ル
び
た
の
八
十
八
文
ま
で
百
文
ニ
付
、
御
と
り
か
へ
と
し
て

切
ち
ん
八
文
慥
ニ
受
取
申
候
、
御
し
き
せ
の
義
は
、
夏
ハ
文
せ
ん

（

波

）

一
文
、
冬
ハ
二
十
壱
な
ミ
の
小
も
ん
形
一
枚
可
被
下
候
事

一
御
ふ
じ
ゅ
う
さ
ま
な
が
ら
つ
り
せ
ん
一
切
無
御
座
候
義
ハ
申
ニ
不

（
場
）

及
、
時
の
相
バ
相
そ
む
か
せ
申
間
敷
候
、
若
此
者
御
大
切
成
四
文

せ
ん
を
持
、
か
け
お
ち
い
た
し
候
ハ
ヾ
、
人
代
り
ニ
ハ
七
十
二
文

（

勘

）

計
り
の
ぬ
け
せ
ん
を
差
上
、
か
ん
定
無
ち
や
ニ
仕
べ
く
候
事

一
宗
旨
ハ
せ
け
ん
一
と
う
宗
ニ
て
、
寺
ハ
銭
が
内
藤
新
宿
商
人
山

（
難

渋

寺
）（
払

底
）

な
ん
じ
う
じ
ふ
つ
て
い
和
尚
小
せ
ん
に
ま
ぎ
れ
無
御
座
候
、
御
法

度
の
や
け
せ
ん
に
て
ハ
無
之
、
尤
此
者
義
ニ
付
、
外
よ
り
両
が
へ

等
申
者
無
之
、
万
一
つ
り
せ
ん
や
か
ま
し
く
申
者
有
之
候
ハ
ヾ
、

び
た
せ
ん
共
ま
か
り
出
、
半
す
じ
よ
り
つ
り
を
出
し
大
せ
ん
へ
少

シ
も
御
く
ろ
う
相
か
け
申
間
敷
候
、
御
ら
ん
之
為
両
が
へ
や
依
如
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件

銭
の
高
輪
ね
あ
げ
町

天
保
や
す
年

請

人

大
せ
ん
為
右
衛
門
店

つ
り
の
な
い
月

も
う
出
シ
て
も
与
か
ん
平

（

吹

）

小
せ
ん
新
ぶ
き
丁

人

主

な
げ
ち
や
か
け
右
衛
門
店

そ
つ
と
屋
四
郎
兵
衛

金

銀

屋
徳
右
衛
門
殿

こ
れ
ま
で
の
戯
文
と
趣
を
異
に
し
、
奉
公
人
請
状
に
こ
じ
つ
け
る
風
は
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
い
。
当
時
の
貨
幣
と
そ
れ
に
関
連
す
る

こ
と
を
列
記
し
た
観
が
あ
り
、
あ
ら
わ
れ
る
の
は
、
鐚
銭
、
京
都
方
広
寺
の
大
仏
を
く
ず
し
て
鋳
造
し
た
文
銭
（
寛
永
通
宝
）、
四
文

銭
、
百
銭
、
二
十
壱
波
の
小
紋
形
、
こ
れ
は
寛
永
通
宝
の
裏
の
波
紋
の
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
新
貨
を
鋳
造
す
る
「
新
吹
」
の
ほ
か
、「
百

銭
」、「
唐
金
」、「
鋳
物
」、
こ
れ
は
「
い
び
つ
」
に
も
「
焼
け
銭
」
に
も
な
る
。「
重
宝
」
な
「
金
銀
」
も
と
き
に
「
両
替
」
し
て
、「
通

用
」
す
る
が
、
九
十
九
文
か
ら
八
十
八
文
ま
で
と
あ
る
の
は
「
相
場
」
の
こ
と
で
、
こ
れ
に
左
右
さ
れ
る
。「
百
文
ニ
付
」「
と
り
か
へ
」

の
「
切
ち
ん
」
つ
ま
り
手
数
料
は
八
文
と
か
、「
つ
り
銭
」
を
「
勘
定
」
し
て
渡
す
。
寺
は
内
藤
新
宿
の
「
商
人
山
難
渋
寺
」
で
住
職

（

銭

）

（

銭

）

は
払
底
和
尚
、
貧
乏
寺
は
小
せ
ん
の
み
。
御
大
尽
は
大
せ
ん
を
貯
め
こ
ん
だ
商
人
と
い
う
と
こ
ろ
か
。「
投
げ
ち
ゃ
、
欠
け
る
か
ら
そ

っ
と
」
し
ろ
と
あ
る
が
、
貨
幣
の
こ
と
で
な
く
、
茶
碗
な
ど
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
金
持
ち
に
は
「
も
う
出
し
て
も
よ
か
ん
べ
い
」
と
祭

り
の
寄
付
な
ど
催
促
さ
れ
る
。
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６

雷
づ
く
し

一
枚
刷
り
の
「
雷
づ
く
し
」
の
戯
文
で
あ
る
（
筆
者
所
蔵
）。
こ
れ
に

も
真
ん
中
下
の
部
分
に
、
風
神
・
雷
神
の
二
人
が
相
談
し
て
い
る
様
子
で
、

や
や
滑
稽
な
顔
付
き
で
描
か
れ
て
い
る
。
こ
れ
も
ま
た
写
し
を
掲
げ
た
。

�

ほ
う

�゙
へ
逃
状
の
事

（

嵐

）

（
上

総
）

一
此
あ
ら
四
郎
と
申
も
の
、
生
国
ハ
風
さ
の
国
辰
巳
郡
早
手
村
出
生

あ
や
し
げ

（
請

人
）

に
て
、
怪
気
な
る
風
来
も
の
に
御
座
候
間
、
（
あ
ら
ま
・
私
）

荒

魔
ど
も
失
人
に

（
貴

殿
）

（
実

正
）

（
年

季
）

相
立
、
雷
で
ん
方
へ（
方

々
・
奉

公
）

ほ

う

�゙
に
逃
出
候
所
殺
生
な
り
、
並
木

之
義
ハ
、
当
吹
折
の
八
月
廿
五
日
の
夜
よ
り
翌
六
ツ
時
ま
で
と
相

き
ハ
め
、
困
窮
人
の
義
ハ
損
料
七
分
の
割
合
を
以
風
雲
吹
か
へ
し

（
マ

マ
）

と
し
て
家
根
板
瓦
ふ
ら
さ
れ
バ
く
候
、
御
仕
き
せ
の
義
ハ
、
夏
ハ

（
単

物
）

（
布

子
）

佃
嶋
の
水
浅
黄
ひ
と
へ
も
の
一
ツ
、
冬
ハ
破
格
子
の
す
の
こ
一
枚

可
被
下
候

（
法

度
）

（
無

作

法
）

一
諸
方
木
様
御
破
損
の
義
ハ
申
に
お
よ
バ
ず
、
御
家
の
ぶ
さ
ほ
う
相

（

倒

）

た
を
し
申
ま
し
く
候

（
宗

旨
）

ひ
ち
う

（
破
）

一
愁
傷
之
義
ハ
、
代
々
一
向
菱
中
に
て
、
寺
ハ
人
□
筑
地
門
ぜ
つ
地

中
本
堂
院

（
潰

蓮

寺

カ
）

つ
ぶ
れ
ん
じ
大
破
に
紛
れ
御
座
な
く
候
、
も
し
こ
の
者

（
花

に

嵐
）

か
女
中
方
の
閨
を
つ
ぶ
し
う
ん
す
う
の
鼻
あ
ら
し
を
さ
せ
松
杉
の

（
奉

公
）
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（
根

扱
）

（
無

残
）

大
木
を
ね
こ
き
を
な
し
（

取

逃

・

欠

落

）

折
逃
家
根
落
等
致
候
ハ
ヽ
、荒
魔
早
速
う
か
れ
出
雨
戸
こ
ぢ
あ
け
可
申
候
、あ
ら
し
の
雨
ふ
つ
て
む
さ
ん

の
如
し

難
渋
ふ
き
や
し
き

大
風
百
年
目

家
な
し
飛
蔵
店

（
請
）

八
月
廿
五
日

失
人

並
木
や
多
尾
四
郎

浅
草
雷
神
門
前

と
ん
だ
さ
ハ
ぎ
町

（

人

主

）

鳴
神
屋

木
戸
な
し

ふ
ミ
ぬ
き
や
釘
蔵

五
郎
右
衛
門
殿

こ
こ
に
は
嵐
、
雷
電
、
風
雲
、
雨
降
り
、
大
風
な
ど
に
よ
る
災
害
の
様
が
語
ら
れ
て
い
る
。
被
害
は
方
々
が
破
損
・
倒
壊
・
大
破
し
、

家
根
板
瓦
も
落
ち
て
わ
れ
、
大
木
の
根
扱
ぎ
、
並
木
も
倒
れ
、
ま
さ
に
無
残
な
有
様
は
「
と
ん
だ
騒
ぎ
」
で
「
ご
愁
傷
さ
ま
」
と
い
う

（
花

に

嵐
）

（
根

扱
）

こ
と
に
な
る
。「
女
中
方
の
閨
を
潰
し
、
う
ん
す
う
の
鼻
あ
ら
し
、
大
木
を
ね
こ
き
を
な
」
す
と
は
、
花
を
嵐
で
散
ら
す
こ
と
で
、
不

義
の
申
掛
け
を
暗
示
し
て
い
る
か
。「
鳴
神
」
は
歌
舞
伎
十
八
番
の
一
つ
で
あ
り
、
雷
は
五
郎
五
郎
と
鳴
る
。
嵐
の
あ
と
は
寺
も
大
破
、

文
字
通
り
の
「
潰
蓮
寺
」
だ
が
、
江
戸
の
浅
草
雷
門
は
磐
石
、
か
つ
有
名
で
あ
る
。

７

地
震
づ
く
し

一
枚
刷
り
戯
文
を
筆
写
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
（
筆
者
所
蔵
）。
こ
れ
に
も
真
ん
中
下
の
部
分
に
、
女
着
物
姿
の
な
ま
ず
と
失
意
の

様
子
に
み
え
る
商
家
の
旦
那
が
向
き
合
っ
て
描
か
れ
て
い
る
。
筆
写
者
が
一
部
に
彩
色
を
施
し
て
描
い
た
も
の
で
、
そ
う
上
手
と
は
い

え
な
い
が
、
雰
囲
気
は
伝
わ
っ
て
く
る
。

�

（
方

々
・
奉

公
）

ぢ
し
ん
ほ
う

�゙
ゆ
り
状
之
事
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（
異

変
）

（
甚

振
）

一
此
ゆ
り
助
と
申
者
、
生
国
か
し
ま
□
郡
ゆ
る
ぎ
村
に
て
、
慥
成
ぐ
ら
付
者
ニ
付
候
共
、
請
人
に
相
立
、
い
へ
ん
え
い
た
ぶ
り
ぞ

（
給

金
）

う
え
ゆ
り
出
し
申
候
所

（
地
震
・
実
正
）

ぢ
し
ん
也
、
年
季
之
儀
は
、
去
ル
未
信
州
よ
り
八
年
め
に
相
当
、
御
き
う
近
国
と
し
て
越
後
三
州
慥
ニ

（
布

子
）

を
ど
ろ
き
申
候
、
御
し
き
の
儀
ハ
、
夏
ハ
か
た

�
じ
ま
振
え
物
一
枚
、
冬
ハ
み
じ
ん
つ
な
み
ぬ
の
こ
一
枚
、
下
さ
れ
へ
き
候

事

（
寝

間
）

一
上
方
筋
五
畿
内
五
ケ
国
之
儀
は
申
ニ
お
よ
ハ
ず
、
四
国
・
九
州
ま
で
相
ゆ
る
が
せ
申
候
、
若
此
者
夜
中
お
さ
ん
殿
の
ね
ま
へ
は

（
内

証
）

（
取

逃
）

い
こ
み
、
な
い
し
や
う
の
ぢ
し
ん
い
た
し
候
か
、
又
ハ
御
大
せ
つ
な
る
土
蔵
を
こ
わ
し
ゆ
り
に
げ

（
壁
落
ち
・
欠
落
）

か
べ
お
ち
致
し
候
ハ
ヽ
、

し
や
か
ん

つ
ち
あ
け

急
度
し
た
る
右
官
を
も
て
早
速
埒
明
可
申
候
事

（
派
）

（

潰

）（
寺
）

一
宗
旨
の
義
ハ
、
豆
州
（
騒

動
・
曹

洞
）

さ
ふ
ど
う
は
に
て
、
寺
ハ
下
田
千
軒
町
ミ
な
こ
け
横
町
ぐ
ら

�
さ
ん
つ
ぶ
れ
じ
な
（
南

無

三

宝
）

む
さ
ん
ぼ
ふ
つ
な
み

（
御

法

度
）

（
宗
）

ま
き
れ
御
座
候
な
く
候
、
五
八
そ
ん
の
南
舟
に
て
ハ
無
之
、
若
此
ぢ
し
ん
の
儀
に
付
、
諸
国
ニ
て
ゆ
り
出
し
候
者
無
之
、
万
一

（
し

脱
）

ゆ
り
か
い
し
等
致
候
ハ
ヽ
、
我
等
ぢ
し
ん
に
ま
か
り
出
、
か
な
め
石
を
以
て
ぎ
う
と
お
し
つ
け
、
き
で
ん
え
す
こ
も
御
く
し
ん

相
か
け
申
候
ま
敷
候
、
五
七
の
留
一
た
ん
ゆ
つ
て
九
ハ
病
の
如
し

（
剣

呑
）（
寺
）

し
ん
ど
う
元
年

い
な
か
け
ん
の
ん
じ
門
前

な
ま
づ
十
一
月

家
主
つ
ぶ
れ
兵
衛
店

請
人

五
へ
出
シ
屋
火
事
兵
衛

あ
さ
か
ら
ゆ
り
道
り
町

に
け
だ
し
横
丁

大
阪
町
屋
敷
大
家
之
打
寄
場

ひ
び
き
や
大
地
郎
店

橋
ぐ
屋
を
ち
右
衛
門
様

ふ
る
へ
や
こ
わ
右
衛
門
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地
震
づ
く
し
の
戯
文
で
あ
る
。
地
震
の
様
子
と
し
て
、
揺
り
、
揺
る
ぎ
、
ぐ
ら
付
、
甚
振
（
い
た
ぶ
り
）、
振
え
、
土
蔵
を
壊
し
、

橋
が
落
ち
、
ゆ
り
か
い
し
、
方
々
に
異
変
が
起
き
、
と
き
に
津
波
も
発
生
す
る
。
そ
の
地
域
は
信
州
に
始
ま
り
、
近
国
の
越
後
・
三
州
、

上
方
筋
五
畿
内
五
ケ
国
、
四
国
・
九
州
ま
で
も
揺
る
が
す
。
人
々
は
驚
き
、
怖
く
て
震
え
、
逃
げ
出
す
こ
と
に
な
る
。「
お
さ
ん
殿
の

寝
間
へ
入
り
込
み
、
内
証
の
地
震
を
す
る
」
と
は
、
そ
の
行
為
が
い
さ
さ
か
の
ゆ
れ
を
伴
う
の
で
地
震
に
た
と
え
た
の
で
あ
ろ
う
。
ま

た
、
落
ち
た
壁
は
腕
の
よ
い
左
官
に
埒
明
、
つ
ま
り
土
明
け
さ
せ
る
と
い
う
。
奉
公
人
の
旦
那
寺
は
豆
州
下
田
千
軒
町
皆
こ
け
横
町
の

ぐ
ら

�
山
潰
れ
寺
と
い
う
。
文
書
の
日
付
け
は
「
震
動
元
年
鯰
十
一
月
」
と
、
地
震
が
鯰
に
よ
っ
て
起
こ
る
と
い
う
迷
信
に
由
来
す

る
。８

異
国
づ
く
し

�

異
国
奉
公
人
請
状
之
事

（
ペ

リ

ー
）

﹇
貴

殿
﹈

﹇
交

易
﹈

一
此
ペ
ル
リ
な
め
助
ト
申
者
、生
国
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
ニ
て
、慥
成
毛
唐
人
ニ
付
、ヲ
ロ
シ
ヤ
共
請
人
ニ
相
立
、き
で
ん
え
こ
ふ
ゑ
き

奉
公
ニ
指
出
申
候
処
実
正
也
、
年
季
之
儀
は
、
去
ル
六
月
よ
り
正
月
迄
お
あ
い
だ
六
ケ
月
、
里
数
之
義
は
海
上
五
千
里
ニ
相
定

メ
、
此
度

﹇
御
両＝

五
両
﹈

御

子
慥
ニ
い
た
ゝ
き
申
候
、
御
仕
き
せ
之
義
は
、
夏
は
御
固
メ
之
大
名
嶋
一
枚
、
冬
ハ
﹇
蒸
気
船
・
上
喜
撰
﹈

じ
よ
き
セ
ん
之
茶
嶋
一
枚

可
被
下
候
事

（
作
）

一
御
台
場
御
備
へ
之
義
は
申
ニ
不
及
、
海
が
ん
御
佐
法
相
守
可
申
候
事

﹇

紛

﹈

一
宗
旨
之
儀
は
、
代
々
鉄
砲
宗
旨
ニ
て
、
寺
ハ
音
羽
ひ
ゞ
き
横
町
石
火
矢
山
大
筒
院
ほ
ら
ふ
き
和
尚
ね
ら
い
は
づ
れ
無
御
座
候
、

﹇
抜

け

島
﹈

御
法
度
の
切
支
丹
イ
ギ
リ
ス
ニ
て
ハ
無
之
、
若
又
此
者
女
嶋
え
ぬ
け
し
ま
い
た
し
、
内
証
の
こ
ふ
へ
き
な
と
い
た
し
候
か
、
又

ハ
唐
天
竺
え
欠
落
致
候
ハ
ヽ
、
人
替
り
ニ
ハ
急
度
し
た
る
ハ
ア

�
成
毛
唐
人
指
上
、
御
固
メ
之
御
間
ニ
合
ぬ
よ
ふ
可
致
候
、

﹇
異

国

交

易
﹈

﹇
苦

労
﹈

此
者
儀
ニ
付
、
い
こ
く
こ
ふ
ゑ
き
等
申
者
無
之
候
、
万
一
渡
来
致
候
ハ
ヽ
我
等
引
受
、
き
で
ん
え
少
も
く
ろ
ん
ぼ
相
懸
申
間
敷
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申
候
、
後
日
く
れ
は
大
筒
う
つ
て
み
ぢ
ん
の
如
し

（
来
た
）

又
北
黒
舟
丁
夜
バ
ン
屋
敷

武
徳
元
年

火
之
元
大
事
郎
店

﹇
加
藤
・
火
盗
﹈

味
方
ハ
か
と
ふ

か
た
目
屋
厳
十
郎

寅
三
月

あ
め
り
か
か
へ
り
町

天
下
屋
太
平
店

何
ん
と
や
し
た
右
衛
門

御
武
家
屋

つ
よ
右
衛
門
様

『
福
井
市
史
（
１０
）

』
か
ら
の
引
用
で
あ
る
。
そ
の
解
題
で
は
、「
内
容
は
ナ
ン
セ
ン
ス
と
い
え
な
く
も
な
い
が
、
作
成
に
は
相
当
の
知
識
を

要
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
」
と
あ
る
。
か
つ
て
村
役
人
宅
に
所
蔵
さ
れ
た
も
の
で
、
当
時
の
当
主
が
考
え
た
も
の
か
、
筆
写
さ
れ
た
も

の
か
は
わ
か
ら
な
い
。
こ
れ
ま
で
見
て
き
た
奉
公
人
請
状
の
戯
文
と
し
て
は
、
最
も
典
型
的
な
内
容
に
な
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
第

一
項
で
奉
公
人
の
身
元
保
証
、
年
季
、
仕
着
せ
、
第
二
項
で
御
法
度
遵
守
の
こ
と
、
第
三
項
で
宗
旨
（
切
支
丹
で
な
い
こ
と
）、
勤
め

中
の
異
性
交
渉
や
駆
落
ち
の
と
き
は
人
替
わ
り
を
差
し
出
す
こ
と
、
こ
の
者
に
つ
い
て
脇
よ
り
か
れ
こ
れ
申
す
者
あ
れ
ば
請
け
人
が
引

き
受
け
雇
用
主
へ
迷
惑
を
か
け
な
い
こ
と
が
記
述
さ
れ
て
い
る
。

欧
米
人
を
「
毛
唐
人
」
と
蔑
称
し
て
お
り
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
、
ヲ
ロ
シ
ヤ
、
イ
ギ
リ
ス
が
登
場
す
る
。
ア
メ
リ
カ
か
ら
ペ
リ
ー
が

通
商
を
要
求
し
て
「
黒
船
（
蒸
気
船
）」
で
「
又
来
」
た
こ
と
、
再
度
の
来
航
を
パ
ロ
デ
ィ
ー
に
し
て
い
る
。
日
本
側
は
御
台
場
を
は

じ
め
警
備
を
「
厳
十
（
重
）」
に
固
め
る
こ
と
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
。「
鉄
砲
」「
大
筒
」
が
「
響
き
」、「
火
の
元
」「
大
事
」
に
し
、
二

30



百
年
の
「
天
下
太
平
」
を
「
何
と
」
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
久
し
ぶ
り
に
「
武
徳
」
が
求
め
ら
れ
、「
寅
（
虎
）」
退
治
の
加
藤
清
正

か
、「
火
盗
（
火
付
盗
賊
改
め
）」
の
武
勇
が
味
方
だ
っ
た
の
か
。
さ
ら
に
ま
た
「
後
日
来
れ
ば
」「
大
筒
撃
っ
て
微
塵
の
如
」
く
に
、

や
っ
つ
け
て
く
れ
よ
う
と
い
う
勢
い
で
あ
る
。

�

寺
請
状
・
人
別
送
り
の
戯
文

寺
請
状
・
人
別
送
り
の
戯
文
は
奉
公
人
請
状
に
つ
い
で
多
く
み
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
は
私
人
間
に
お
け
る
契
約
文
書
で
は
な
く
、
前
者

は
当
時
の
寺
請
制
度
の
も
と
、
旦
那
寺
の
発
行
す
る
身
元
保
証
書
で
あ
り
、
後
者
は
婚
姻
・
離
婚
・
養
子
縁
組
・
縁
組
解
消
に
際
し
て
、

名
主
（
村
役
人
）
相
互
間
―
人
別
送
り
―
、
ま
た
旦
那
寺
相
互
間
―
寺
送
り
―
で
取
り
交
わ
さ
れ
る
送
籍
手
続
き
文
書
で
あ
る
。
以
下

に
見
る
と
お
り
、
す
べ
て
先
に
掲
げ
た
酒
づ
く
し
の
戯
文
に
な
っ
て
い
る
。
ま
ず
寺
請
状
の
戯
文
で
あ
る
（
１１
）

。

１

寺
請
状

（
宗

旨
）

（

状

）

�

夫
指
上
申
酒
々
手
形
寺
受
上
戸
之
事

一
爰
ニ
樽
屋
町
酒
手
次
郎
た
な
ニ
罷
有
ル
す
ゝ
や
ノ
そ
こ
ぬ
け
た
べ
助
夫
婦
、
其
子
ニ
酔
太
郎
・
神
酒
之
助
、
娘
ニ
お
つ
る
・
お

（
マ

マ
）

な
べ
・
お
さ
ゝ
・
お
か
ん
、
か
れ
ハ
七
人
之
者
共
、
本
国
ハ
江
洲
酒
本
、
酒
々
ハ
代
々
上
戸
酒
ニ
て
、
し
や
う
ち
う
寺
ノ
旦
那

（
付

け

差
）

（
マ

マ
）

ニ
少
も
に
ご
り
無
御
座
候
、
若
下
戸
間
よ
り
ち
ろ
り
と
な
り
共
な
い
そ
う
人
か
つ
け
さ
し
ノ
者
於
有
之
ハ
、
拙
酒
何
迄
も
罷
出

急
度
呑
合
、
下
戸
様
方
へ
ハ
少
も
御
難
義
掛
申
間
敷
候
、
為
御
酒
日
之
酔
て
如
件

ご
み
し
づ
く
二
日
酔

た
ん
ぼ
う
元
年
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さ
か
つ
き
八
日

徳
利
屋
万
八
郎
殿

中
組
村ど

ぶ
ろ
く
寺
印

ど
ぶ
ろ
く
寺
発
行
の
寺
請
状
で
あ
る
。
�
で
み
た
も
の
ほ
ど
多
様
で
は
な
い
。
酒
を
意
味
す
る
「
さ
ゝ
」、「
付
け
差
」
な
ど
が
新
た

に
見
受
け
ら
れ
る
の
み
で
あ
る
。

�

新
酒
手
形
之
事

一
酒
本
町
三
升
目
大
ざ
け
屋
九
郎
兵
衛
借
家
の
ん
だ
や
与
郎
右
衛
門
・
同
女
房
ず
だ
・
忰
勘
四
郎
・
娘
お
あ
い
・
妹
お
さ
よ
・
親

上
か
ん
・
母
し
や
う
ち
う
・
姪
れ
ん
・
下
女
き
す
、
く
ら
ひ
〆
九
人

（

寺

）

右
は
代
々
（
浄

土

真

宗
）

上
が
う
し
ん
し
ゆ
拙
し
ゆ
（
単

甫
・
檀

方
）

た
ん
ぽ
う
に
ち
ろ
り
な
く
候

（
切

支

丹
）

一
古
酒
よ
り
つ
ぎ
出
さ
せ
候
切
し
た
ん
ぽ
こ
ろ
ひ
ゑ
ひ
ぐ
る
ひ
ニ
て
ハ
無
之
候
、
万
一
新
酒
之
義
ニ
付
、
脇
よ
り
つ
ぎ
か
け
も
り

（
埒
）

（
為

後

証
）（
宗

旨

か
け
候
ハ
ヾ
、
拙
し
ゆ
組
中
た
べ
出
、
徳
利
あ
い
改
め
引
受
申
呑
明
み
り
ん
も
酔
め
見
せ
申
間
敷
候
、
五
升
の
た
め
し
ん
し
ゆ

手

形
）（
依

て

件
）

手
だ
る
の
ん
で
く
だ
の
如
し

（

面

）

（
面
・
年
）

つ
ら
ハ
十
め
ん

よ
び
だ
し
ざ
ん

へ
ど
の
へ
い
ぬ
の
九
ウ
月

目

連

寺

ぐ
だ
つ
く
ざ
ん

ひ
よ
ろ
萬
寺

い
や
も
の

む
さ
く
ざ
ん
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八
百
屋
店
次
郎
殿

大

そ

う

寺

こ
れ
は
�
の
「
本
安
板
」
の
二
丁
裏
に
見
え
る
も
の
で
あ
る
。
説
明
は
必
要
と
し
な
い
と
思
わ
れ
る
が
、
日
付
の
と
こ
ろ
の
年
が
「
つ

ら
ハ
十
め
ん
」と
あ
る
。
こ
れ
は
相
手
の
顔
が
十
に
も
見
え
る
ほ
ど
に
泥
酔
し
て
目
が
回
っ
て
い
る
様
子
の
こ
と
で
、
落
語「
親
子
酒
」

そ
の
ま
ま
で
あ
る
。
ま
た
月
の
「
へ
ど
の
へ
い
ぬ
」
は
反
吐
を
吐
き
に
往
ぬ
（
退
出
）
意
で
あ
ろ
う
か
。

２

寺
送
り

�

寺
送
り
一
札
之
事

銘
酒
諸
白
郡
伊
丹

天
手
町
壱
町
下
り
、

酌
屋
五
郎
八
お
さ
い
ト
申
者

（
歳
）

一
当
年
十
八
杯
ニ
相
成
申
候
、
此
度
三
ツ
組
町
瓢
た
ん
や
福
兵
衛
方
え
縁
付
致
候
、
此
者
酒
旨
ハ
代
々
上
戸
新
酒
ニ
紛
無
御
座
候
、

（
故

障
）

（
僧
）

若
酒
旨
之
儀
は
差
之
押
へ
る
の
と
古
酒
申
者
有
之
ニ
お
ゐ
て
ハ
、
拙
増
罷
出
赤
面
ニ
て
く
つ
と
引
受
、
下
戸
方
え
ハ
一
杯
も
御

難
題
相
掛
ケ
申
間
敷
候
、
為
五
升
酔
て
如
九
太
夫

頭
痛
元
年

道

楽

山

月

酔
日

酒

造

寺

大

酔

寺

殿

（
役
）
客

者

衆

中

こ
れ
は
婚
姻
に
あ
た
っ
て
作
成
・
交
付
さ
れ
た
寺
送
り
の
戯
文
で
あ
る
（
１２
）

。
隼
田
は
、「
差
之
押
へ
る
の
」
と
か
、「
赤
面
ニ
て
く
つ
と

引
受
」
な
ど
、
酒
飲
み
や
酒
席
の
雰
囲
気
が
よ
く
表
現
さ
れ
て
い
る
と
い
い
、
と
く
に
書
留
文
言
の
「
為
後
証
仍
て
如
件
」
と
く
る
所
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を
、
斗
酒
と
は
い
か
な
い
ま
で
も
、
五
升
も
呑
ん
で
酔
っ
払
い
管
を
言
う
（
九
太
夫
）
様
子
を
表
現
し
た
部
分
、
そ
の
た
め
に
二
日
酔

で
「
頭
痛
元
年
」
に
な
っ
た
こ
と
を
示
す
日
付
、
月
を
逆
さ
ま
に
書
い
て
「
さ
か
ず
き
」
と
読
ま
す
趣
向
が
面
白
く
感
じ
ら
れ
た
と
い

う
。
ま
た
住
所
の
「
壱
町
下
り
」
は
酒
肴
の
用
意
が
で
き
て
「
一
丁
上
り
」
と
い
う
こ
と
、「
瓢
た
ん
」
は
中
の
果
肉
を
取
り
除
き
酒

器
に
用
い
た
が
、
そ
れ
を
「
ふ
く
べ
」
と
い
う
の
で
「
福
兵
衛
」
に
か
け
た
も
の
で
あ
る
な
ど
と
、
解
説
が
な
さ
れ
て
い
る
。

�

人
別
送
り
一
札

一
酒
居
樽
屋
町
呑
入
丁
三
献
目
跡
引
五
郎
八
ケ
娘
か
ん
、
当
年
十
五
盃
ニ
相
成
申
候
、
為
土
産
火
口
ニ
て
酒
林
一
ケ
所
相
添
、
同

州
諸
白
郡
味
林
酒
村
呑
助
女
房
ニ
遣
し
申
候
、
酒
旨
之
義
ハ
、
代
々
上
戸
新
酒
取
次
旦
那
ニ
紛
無
御
座
候
、
於
酒
旨
之
義
ニ
脇

（
僧
）

よ
り
合
之
押
之
御
手
元
之
よ
ろ
つ
く
者
有
之
候
ハ
ヽ
、
拙
曽
罷
出
、
徳
利
ニ
て
埒
明
、
下
戸
様
方
え
一
盃
之
御
難
義
掛
申
間
敷

候
、
為
五
盃
酔
て
く
た
の
如
し

焼
酎
元
年
持
越
二
日
酔

数

盃

山

酒

蔵

院

（
主
）

寝
酒
宿
名
酒

朝
柄
好
右
衛
門
殿

�
と
同
様
、
娘
の
嫁
入
り
に
際
し
て
発
行
さ
れ
た
寺
送
り
の
戯
文
で
あ
る
（
筆
者
所
蔵
）。「
酒
林
」
と
は
酒
屋
で
杉
の
葉
を
束
ね
て

球
状
に
し
て
軒
先
に
つ
る
し
て
看
板
に
し
た
も
の
で
、
娘
に
持
参
財
産
と
し
て
酒
「
林
一
ヶ
所
」
を
持
た
せ
た
意
を
含
ん
で
い
る
。
な

お
、
寺
か
ら
名
主
に
宛
て
て
出
さ
れ
て
い
る
が
、「
人
別
送
り
」
な
ら
ば
、
差
出
人
も
名
主
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。
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三

む
す
び
に
か
え
て

こ
こ
に
十
八
種
の
多
様
な
戯
文
を
紹
介
し
た
。
こ
の
よ
う
な
戯
文
の
存
在
は
「
書
式
が
普
及
し
て
い
た
こ
と
を
示
す
」
も
の
で
あ
る

と
春
原
は
述
べ
、
さ
ら
に
「
法
律
行
為
の
た
め
に
必
要
な
要
件
を
定
め
、
こ
れ
に
適
合
す
る
書
式
を
定
め
る
の
で
は
な
く
、
書
式
を
一

定
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
法
律
行
為
を
定
型
化
し
た
こ
と
」
が
徳
川
時
代
法
の
特
色
と
い
う
（
本
稿
三
頁
）。
た
し
か
に
、
こ
れ
ら
契

約
文
書
、
と
り
わ
け
奉
公
人
請
状
は
富
裕
層
の
庶
民
に
は
日
常
的
に
用
い
た
も
の
で
あ
る
が
、
上
記
の
戯
文
が
奉
公
人
請
状
の
書
式
と

し
て
参
考
に
さ
れ
、
実
用
に
供
さ
れ
た
と
は
思
わ
れ
な
い
。

そ
こ
で
、
戯
文
と
の
比
較
の
意
味
で
も
奉
公
人
請
状
の
書
式
に
つ
い
て
、
お
お
む
ね
ど
の
よ
う
な
内
容
が
書
か
れ
る
も
の
な
の
か
、

手
元
に
あ
る
一
例
を
掲
げ
て
検
討
す
る
（
１３
）

。
筆
者
所
蔵
の
積
玉
堂
蔵
本
『
嘉
永
新
版

改
正
手
紙
案
文
集

全
』
に
は
、
つ
ぎ
の
書
式
が

載
せ
ら
れ
て
い
る
。

奉
公
人
請
状
之
事

一
此
誰
と
申
者
、
従
�生
国
�能
存
知
慥
成
者
ニ
付
、
我
等
請
人
ニ
相
立
、
貴
殿
え
御
奉
公
ニ
差
上
候
処
実
正
也
、
御
給
金
之
義
は

当
何
三
月
よ
り
来
ル
何
三
月
迄
金
何
程
ニ
相
定
、
只
今
為
�御
取
替
金
�何
程
慥
ニ
受
取
申
候
、
残
金
之
儀
ハ
追
々
当
人
え
御
渡

被
下
候
趣
致
�承
知
�候
、
尤
此
者
ニ
付
、
何
方
よ
り
も
差
構
無
之
、
万
一
何
様
之
儀
出
来
候
共
我
等
引
請
、
貴
殿
え
御
苦
労
懸

申
間
鋪
候

御
公
儀
様
御
法
度
之
儀
は
不
�及
�申
、
御
家
法
為
�相
背
�申
間
敷
候
、
若
又
取
逃
・
欠
落
等
致
候
ハ
ヽ
、
早
速
尋
出
何
様
共
、

御
差
図
次
第
可
仕
候
、
又
は
長
煩
等
致
候
ハ
ヽ
、
人
代
成
共
差
出
御
奉
公
之
間
為
�闕
申
間
敷
候
事
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一
宗
旨
之
儀
は
、
代
々
何
宗
ニ
て
、
何
寺
院
旦
那
ニ
紛
無
�御
座
�候
、
則
寺
請
状
我
等
方
ニ
取
置
申
候
、
御
入
用
之
節
差
出
可
申

候
、
私
共
宅
替
致
候
歟
、
旅
出
致
候
節
は
早
速
御
届
可
申
候
、
為
�後
日
�請
状
仍
如
件

何
町
何
店

年
号
月
日

請

人

誰

印

人

主

誰

印

誰

殿

そ
の
内
容
は
第
一
項
で
は
、
請
人
（
保
証
人
）
が
ま
ず
第
一
に
奉
公
人
の
身
元
が
確
か
な
る
事
を
保
証
し
、
次
い
で
奉
公
の
期
間
と

給
金
を
決
め
、
そ
の
代
金
受
領
し
た
こ
と
を
証
し
、
奉
公
人
に
つ
き
一
切
を
引
受
、
雇
い
主
に
は
苦
労
を
か
け
な
い
こ
と
を
約
し
て
い

る
。
第
二
項
で
は
、
公
儀
御
法
度
は
も
ち
ろ
ん
、
奉
公
先
の
規
則
・
家
法
を
遵
守
す
る
こ
と
、
奉
公
人
が
取
逃
・
欠
落
を
し
た
と
き
は

早
速
差
図
次
第
に
し
、
又
長
患
い
の
と
き
は
代
理
の
者
を
差
し
出
し
て
奉
公
に
欠
け
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
す
る
。
第
三
項
で
は
宗
旨

は
何
宗
で
ど
こ
の
寺
を
旦
那
寺
に
し
て
い
る
か
、
そ
の
寺
請
状
は
必
要
な
と
き
は
い
つ
で
も
差
し
出
す
こ
と
と
そ
の
後
に
住
所
変
更
や

旅
行
の
と
き
は
届
け
出
る
こ
と
が
約
束
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
こ
こ
で
は
、
奉
公
人
請
状
に
一
般
的
な
事
項
で
あ
る
仕
着
せ
に
つ
い

て
夏
・
冬
そ
れ
ぞ
れ
何
を
仕
着
せ
に
す
る
の
か
と
い
う
記
載
を
欠
い
て
い
る
。

戯
文
と
比
較
す
れ
ば
、
明
ら
か
に
こ
の
書
式
に
固
有
名
詞
を
書
き
加
え
る
方
が
適
切
で
、
戯
文
が
春
原
の
い
う
「
法
律
行
為
を
定
型

化
」
に
寄
与
す
る
こ
と
は
あ
り
え
な
い
（
１４
）
。
そ
れ
な
ら
ば
、
戯
文
に
は
ど
の
よ
う
な
意
味
が
見
出
せ
る
の
か
。
隼
田
は
�
の
「
御
一
見
之

上
大
笑
天
ニ
響
事
」
に
関
連
し
て
述
べ
た
よ
う
に
（
本
稿
一
三
頁
）、「
こ
の
よ
う
な
も
の
―
―
確
か
に
愚
に
も
付
か
な
い
も
の
で
あ
る

か
も
し
れ
な
い
が
―
―
を
遣
り
取
り
し
て
、『
天
に
響
』
く
ほ
ど
『
大
笑
』
い
す
る
こ
と
の
で
き
た
一
群
の
人
々
の
存
在
」
を
指
摘
し

た
。
か
れ
ら
が
と
も
に
博
識
な
文
化
教
養
の
持
ち
主
で
あ
る
と
同
時
に
、
こ
の
洒
落
の
面
白
さ
を
他
人
に
自
慢
し
、
か
つ
誇
ら
し
く
思
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っ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
、
そ
れ
を
一
枚
刷
り
に
し
て
ま
で
版
行
し
た
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
こ
の
戯
文
は
上
層
庶
民
の「
衒

学
的
な
遊
び
心
の
極
致
」・「
江
戸
人
の
洒
落
心
」
と
い
え
る
。
し
か
も
戯
文
の
対
象
と
さ
れ
た
も
の
が
日
常
的
な
契
約
文
書
だ
っ
た
こ

と
は
、
同
時
に
庶
民
意
識
の
な
か
に
契
約
文
書
が
日
常
的
な
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
の
証
左
と
も
な
る
（
１５
）。

な
お
、
隼
田
は
こ
れ
以
外
に
、
法
令
と
願
書
を
捩
っ
た
も
の
と
し
て
「
虫
三
ケ
仲
間
証
文
帳
」
を
取
り
上
げ
て
い
る
。
こ
れ
は
『
国

書
総
目
録
』
に
「
洗
濯
所
よ
り
蚤
虱
蚊
ど
も
へ
御
申
出
の
事
並
に
蚤
虱
蚊
の
ね
が
ひ
書
」
あ
る
い
は
「
蚤
虱
蚊
雑
談
」
と
あ
る
も
の
で
、

内
容
は
法
令
（
触
書
）
と
そ
の
答
弁
書
（
抗
弁
書
）
と
い
え
る
も
の
で
あ
る
。
筆
者
は
こ
れ
の
版
本
写
し
や
数
種
の
筆
写
本
を
収
集
し

て
い
る
。
不
日
、
こ
れ
に
つ
い
て
も
検
討
を
試
み
る
予
定
で
あ
る
が
、
本
稿
で
は
主
と
し
て
契
約
書
式
の
戯
文
の
紹
介
を
な
し
、
そ
の

意
味
に
つ
い
て
、
さ
さ
や
か
な
私
見
を
述
べ
た
に
過
ぎ
な
い
。

（
１
）

春
原
源
太
郎
「〈
資
料
〉
江
戸
時
代
法
と
書
式
―
書
式
の
戯
書
―
」（『
自
由
と
正
義
』
一
一
巻
二
号
、
一
九
六
〇
年
）
三
八
頁
。

（
２
）

前
注
（
１
）
春
原
「〈
資
料
〉
江
戸
時
代
法
と
書
式
―
書
式
の
戯
書
―
」
三
八
・
三
九
頁
。

（
３
）

�
木
侃
「
江
戸
時
代
の
書
式
―
戯
書
に
つ
い
て
―
」（『
群
馬
歴
史
散
歩
』
第
六
三
号
、
一
九
八
四
年
）
八
〜
一
一
頁
。

（
４
）

隼
田
嘉
彦
「
戯
れ
文
に
つ
い
て
」（『
文
教
国
文
学
』
第
三
十
号
、
一
九
九
三
年
）
二
六
九
〜
二
八
一
頁
。
隼
田
は
こ
の
種
の
パ
ロ
デ
ィ
ー
化
さ
れ
た

書
式
を
表
題
の
通
り
「
戯
れ
文
」
と
称
す
る
。
そ
の
上
で
、
先
学
の
な
か
に
は
「
戯
文
」
と
称
し
て
い
る
も
の
が
あ
る
が
、
た
だ
ル
ビ
が
ふ
ら
れ
て
い

な
い
か
ら
ど
う
詠
ま
れ
た
か
わ
か
ら
な
い
と
し
て
い
る
（
二
七
九
頁
）。
筆
者
は
か
つ
て
「
戯
書
」
を
用
い
た
が
、
小
稿
で
は
、『
広
辞
苑

第
六
版
』

（
ぎ
ぶ
ん
）

に
あ
る
、
た
わ
む
れ
に
書
い
た
文
章
、
滑
稽
を
主
と
し
た
文
章
の
意
味
で
「
戯
文
」
の
用
語
で
統
一
す
る
。
な
お
、
隼
田
の
地
方
文
書
の
な
か
に
お
け

る
こ
の
種
の
戯
文
を
通
じ
て
の
村
方
の
有
識
者
層
へ
の
慧
眼
に
敬
意
を
表
す
る
と
と
も
に
、
管
見
の
限
り
、
隼
田
の
論
文
が
戯
文
に
関
す
る
唯
一
の
も

の
で
あ
っ
た
こ
と
の
学
恩
に
も
感
謝
す
る
。

（
５
）
「
手
形
証
文
尽
」
の
題
に
つ
づ
い
て
、「
こ
ゝ
に
あ
ら
ハ
す
も
の
ハ
、
世
の
手
が
た
し
や
う
文
の
あ
ん
文
書
た
る
本
に
、
ミ
な
こ
と

�゙
く
も
れ
た

る
も
の
な
り
、
な
ゼ
も
れ
た
る
も
の
な
れ
バ
、
な
ん
の
や
く
に
た
ゝ
ざ
る
ゆ
へ
も
ら
し
た
る
也
、
今
こ
ゝ
に
そ
れ
を
あ
つ
め
て
、
そ
の
や
く
に
た
つ
も

の
を
も
ら
す
、
そ
こ
で
こ
の
書
ね
か
ら
つ
か
ま
へ
と
こ
ろ
な
し
」
と
あ
る
。
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（
６
）

引
用
の
要
領
を
述
べ
て
お
こ
う
。
ま
ず
戯
文
原
物
は
忠
実
に
翻
刻
し
た
が
、
翻
刻
は
�
木
侃
『
縁
切
寺
満
徳
寺
の
研
究
』（
成
文
堂
、
一
九
九
〇
年
）

凡
例
に
よ
る
。
当
時
の
用
文
章
に
は
総
ル
ビ
に
近
く
ル
ビ
が
ふ
ら
れ
て
い
る
が
、
と
く
に
今
日
と
異
な
る
も
の
や
意
味
の
あ
る
も
の
の
み
に
ル
ビ
を
ふ

り
、
そ
の
ほ
か
の
も
の
は
省
略
し
た
。
先
の
戯
文
で
春
原
は
五
八
斗
を
本
来
「
御
法
度
」
の
意
で
あ
る
と
し
て
傍
注
を
施
し
た
が
、
以
下
の
引
用
で
も

該
当
箇
所
に
本
来
の
書
式
で
用
い
ら
れ
る
語
句
と
を
（

）
内
に
入
れ
て
傍
注
に
し
た
が
、
本
来
の
物
、
わ
ず
か
な
が
ら
み
ら
れ
る
誤
字
、
判
読
不
能

文
字
等
も
（

）
内
に
入
れ
て
、
正
字
・
マ
マ
等
を
傍
注
し
た
。
な
お
、
行
取
り
は
原
文
の
ま
ま
で
は
な
く
、
追
込
み
し
た
。

（
７
）

す
で
に
吉
田
豊
著
『
寺
子
屋
式

古
文
書
手
習
い
』（
一
九
九
八
年
、
柏
書
房
）
一
〇
四
〜
一
〇
九
頁
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

（
８
）

前
注
（
４
）
隼
田
「
戯
れ
文
に
つ
い
て
」
二
七
三
〜
二
七
五
頁
。

（
９
）

す
で
に
前
注
（
３
）
�
木
「
江
戸
時
代
の
書
式
―
戯
書
に
つ
い
て
―
」
一
一
頁
に
紹
介
し
た
。

（
１０
）
『
福
井
市
史

資
料
編
９

近
世
七
』（
福
井
市
、
一
九
九
四
年
）
八
〇
〇
〜
八
〇
一
頁
。﹇

﹈
内
の
傍
注
は
�
木
の
注
で
あ
る
。『
福
井
市
史
』（
引

用
文
三
行
目
）
で
は
、「
御
子
」
と
あ
る
が
、
こ
れ
を
し
い
て
奉
公
人
と
考
え
れ
ば
、「
差
し
上
げ
」
と
す
べ
き
で
「
慥
に
い
た
だ
き
」
と
い
う
の
は
不

適
切
あ
る
。
編
集
室
か
ら
ご
恵
与
さ
れ
た
写
に
よ
っ
て
、
筆
者
は
こ
れ
を
「
御
両
（
五
両
）」
と
読
み
、
六
ケ
月
の
給
金
の
意
と
考
え
た
。

（
１１
）

前
注
（
４
）
隼
田
「
戯
れ
文
に
つ
い
て
」
二
七
二
頁
。

（
１２
）
『
福
井
市
史

資
料
編
３

近
世
一
』（
福
井
市
、
一
九
八
六
年
）
四
一
〇
・
四
一
一
頁
に
翻
刻
と
隼
田
の
解
説
が
な
さ
れ
て
い
る
。

（
１３
）

飯
盛
女
の
奉
公
人
請
状
に
つ
い
て
は
、「
徳
川
時
代
後
期
家
族
法
関
係
資
料
（
三
）
―
武
州
日
光
道
中
大
沢
町
飯
売
下
女
年
季
奉
公
人
関
係
文
書
―
」

（『
専
修
法
学
論
集
』
第
９５
号
、
二
〇
〇
五
年
）
一
二
七
〜
一
四
八
頁
に
紹
介
し
た
こ
と
が
あ
る
が
、
奉
公
人
請
状
そ
の
も
の
に
つ
い
て
の
実
証
的
研
究

は
し
て
い
な
い
。

（
１４
）『
諸
用

付
会
室
文
』
の
「
手
形
証
文
尽
」
前
説
で
も
「
な
ん
の
や
く
に
た
ゝ
ざ
る
」
も
の
と
し
て
い
る
如
く
で
あ
る
。
前
注
（
５
）
参
照
。

（
１５
）

辻
善
之
助
『
田
沼
時
代
』（
岩
波
文
庫
、
一
九
八
〇
年
）
二
一
四
頁
に
用
語
「
戯
文
」
が
用
い
ら
れ
て
い
る
旨
、
隼
田
の
指
摘
が
あ
っ
た
が
、
同
書

一
五
八
・
一
五
九
頁
に
奉
公
人
請
状
を
用
い
た
落
書
を
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
ま
さ
に
契
約
文
書
が
日
常
的
な
も
の
で
あ
っ
た
一
例
証
で
あ
る
。
左
に
引

用
す
る
。
傍
点
は
辻
の
施
し
た
も
の
で
あ
る
。

差
上
申
す
請
状
の
事

一

こ
の
け�

ち�

と
申
す
女
、
生
国
貧�

州�

か�

つ�

え�

郡�

く�

わ�

ず�

村�

に
て
随
分
始�

末�

成
る
者
に
御
座
候
間
、
我
ら
御
請
に
罷
立
ち
、
五
カ
年
御
倹
約
中
、
御

奉
公
に
差
上
げ
候
処
、
実
正
也
。
御
給
金
の
儀
は
、
一
カ
年�

五�

匁�

銀
一
枚
に
相
定
め
、
御
取
替
と
し
て
、
四�

文�

銭�

五�

十�

文�

御
渡
し
下
さ
れ
、
慥
か

に
受
取
り
申
し
候
。
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一

御
公
儀
様
御
法
度
の
汁�

菜�

の�

儀�

は�

申�

上�

ぐ�

る�

に�

及�

ば�

ず�

、
女
に
似
合
わ
ず
大
く
ら
い
仕
り
候
か
、
ま
た
は
焼
み
そ
に
て
も
、
度
々
な
め
候
わ
ば
、

如
何
様
に
ひ
だ
る
い
め
仰
付
ら
れ
候
と
も
、
違
背
仕
る
ま
じ
く
候
事
。

一

宗
旨
の
義
は
、
代
々
銭�

宗�

に
て
、
御�

益�

町�

困�

究�

寺�

旦
那
に
紛
れ
御
座
な
く
候
、
こ
の
女
万
一
相
煩
い
候
わ
ば
、
我
ら
方
よ
り
返
料
差
上
げ
申
す

べ
く
候
、
後
日
の
た
め
仍
て
件
の
如
し

押
込
御
門
外

め
い

わ

命
和
卯
月

請
人

山
下
屋
平
兵
衛

西
欲
は
ん
町

田�

沼�

右
近
様
御
内

人
主

川�

井�

や
次
郎
兵
衛

水�

野�

小
右
衛
門
殿

【
付
記
】

本
稿
は
「
は
し
が
き
」
に
記
述
の
通
り
、
近
世
離
婚
法
研
究
の
派
生
的
成
果
で
あ
り
、
そ
の
意
味
で
、
平
成
二
〇
年
度
専
修
大
学
研
究
助
成
（
個

人
研
究
）「
徳
川
時
代
の
婚
姻
法
に
関
す
る
実
証
的
研
究
」
の
成
果
の
一
部
で
あ
る
。
特
記
し
て
感
謝
の
意
を
表
し
た
い
。
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